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一
　
は
じ
め
に

殷
・
西
周
時
代
に
お
け
る
衆
・
衆
人
は
如
何
な
る
社
會
身
分
か
、
彼
ら
が
社
會

生
産
中
で
如
何
な
る
役
割
を
果
た
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
長
い
論
爭
の
歷
史
が
あ

る
が
、
ま
だ
解
決
を
見
て
い
な
い
。
近
年
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
論
考
は
少
な

く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
の
重
要
さ
が
減
少
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ

殷
代
の
諸
歷
史
事
象
の
研
究
が
進
む
に
つ
れ
、
こ
の
問
題
の
解
決
な
し
に
は
理
解

で
き
な
い
こ
と
が
增
え
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
か
く
考
え
て
、
こ

の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
一
石
を
投
ず
る
こ
と
に
し
た
。

簡
略
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。

最
初
、
郭
沫
若
の
「
衆
卽
奴
隸
」
說
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
が
提
起
さ
れ
た（

（
（

。
彼

は
衆
を「
衆
多
數
的
人
在
太
陽
底
下
從
工
作
」「
日
下
三
人
苦
役
之
形
」と
釋
字
し
、

曶
鼎
、『
毛
詩
』
周
頌
・
臣
工
、『
尚
書
』
盤
庚
中
篇
が
臣
を
非
常
に
低
く
扱
っ
て

い
る
と
し
て
官
家
的
奴
隸
と
し
た
。
さ
ら
に
殷
代
社
會
を
奴
隸
制
社
會
と
規
定
し

た
。
殷
代
奴
隸
制
社
會
論
者
で
あ
る
呂
振
羽
、
李
亞
農
、
郭
寶
均
、
王
承
祒
、
陳

夢
家
な
ど
も
少
し
異
な
る
點
は
あ
る
が
、
こ
の
奴
隸
說
に
準
ず
る
。

こ
れ
に
對
し
、
董
作
賓
は
殷
代
は
封
建
社
會
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
衆

字
を
「
一
塊
地
方
下
有
三
人
」
と
釋
字
し
、
平
時
は
農
、
戰
時
は
兵
と
し
て
服
役

す
る
各
諸
侯
國
の
成
年
男
子
と
し
た（

（
（

。
丁
山
は
衆
字
を
「
衆
人
在
日
下
、
應
作
受

日
神
的
保
護
民
族
」
と
字
釋
し
て
、
ロ
ー
マ
の
公
民
と
等
し
く
自
由
民
で
あ
り
、

公
卿
大
夫
の
子
弟
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
た（

（
（

。
楊
棫
は
郭
說
の
釋
字
を
採
用

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
衆
は
族
人
で
あ
り
、
奴
隸
で
は
な
い
と
し
た（

（
（

。
胡
厚
宣

は
衆
・
衆
人
は
直
接
勞
働
者
で
あ
り
、
軍
事
勞
働
者
で
あ
る
が
、
盤
庚
篇
の
用
例

に
照
ら
せ
ば
身
分
は
極
め
て
高
い
と
し
、
奴
隸
制
社
會
と
規
定
す
る
こ
と
に
反
對

し
た（

（
（

。
趙
錫
元
は
殷
王
の
愛
護
と
集
體
勞
働
を
理
由
に
、
奴
隸
で
も
な
く
、
自
由

民
で
も
な
く
、
家
長
制
家
庭
公
社
の
成
員
で
あ
っ
た
と
し
た（

（
（

。
束
世
澂
は
盤
庚
篇

に
基
づ
き
、
統
治
階
級
に
屬
す
る
者
で
奴
隸
主
で
あ
っ
た
と
し
た（

（
（

。
張
永
山
は
貴

族
奴
隸
主
と
奴
隸
の
閒
に
あ
っ
た
と
し
た（

（
（

。

二
つ
に
分
け
る
考
え
方
も
あ
る
。
陳
福
林
は
衆
は
奴
隸
主
階
級
の
基
層
を
な
す

全
體
の
成
員
、
衆
人
は
奴
隸
主
階
級
中
上
層
と
し
た（

（
（

。
裘
錫
圭
は
廣
義
の
衆
は
百

吏
・
庶
民
な
ど
の
奴
隸
等
の
賤
民
を
除
い
た
各
階
層
の
人
を
指
し
、
狹
義
の
衆
は

周
代
の
國
人
下
層
に
相
當
す
る
平
民
と
し
た（

（（
（

。
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二

我
が
邦
で
は
、
天
野
元
之
助
が
被
征
服
民
、
原
住
民
、
戰
爭
捕
虜
等
を
含
む
も

の
と
し
た（

（（
（

。
佐
藤
武
敏
は
各
邑
土
の
氏
族
よ
り
徴
集
さ
れ
殷
都
附
近
に
在
住
し
た

氏
族
員
に
對
す
る
呼
稱
で
、
時
と
と
も
に
隸
屬
性
を
強
め
、
周
代
に
は
奴
隸
に
近

く
な
っ
た
と
し
た（

（（
（

。
島
邦
男
は
諸
處
で
の
言
及
か
ら
見
る
と
、
胡
厚
宣
說
に
贊
同

し
て
い
た
よ
う
だ（

（（
（

。
白
川
靜
は
「
氏
族
は
大
體
に
お
い
て
血
縁
關
係
の
濃
厚
な
族

人
と
、
比
較
的
疎
緩
な
關
係
に
あ
る
衆
と
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
…
…
衆
は
卜

辭
お
よ
び
金
文
の
例
を
以
て
い
え
ば
、
氏
族
員
と
い
う
よ
り
も
氏
族
に
屬
す
る
人

と
い
う
に
近
い
。
し
か
し
か
れ
ら
も
、
擬
制
的
に
も
せ
よ
族
人
と
見
な
さ
れ
て
い

て
、
人
と
區
別
で
き
な
い
用
法
も
か
な
り
多
く
、
身
分
的
と
い
う
よ
り
も
集
合
名

詞
的
な
意
味
を
含
ん
だ
用
法
が
原
義
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
氏
族
單
位

で
な
く
、
氏
族
か
ら
一
時
離
れ
て
編
成
さ
れ
た
集
團
人
を
衆
と
よ
ん
だ
の
が
、
本

來
の
用
法
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
」
と
し
た（

（（
（

。
石
田
千
秋
は
殷
王
と
同
族

意
識
を
持
つ
王
朝
本
來
の
族
人
で
自
由
身
分
で
あ
っ
た
と
し
た（

（（
（

。
中
國
古
代
の
身

分
制
を
詳
細
に
論
じ
た
堀
敏
一
の
書
で
は
庶
人
で
あ
る
と
し
た（

（（
（

。

紙
幅
の
制
限
に
よ
っ
て
主
要
な
說
を
紹
介
す
る
に
止
め
た
が
、
こ
こ
に
見
る
だ

け
で
も
從
來
研
究
に
は
三
つ
の
問
題
點
が
存
す
る
の
が
わ
か
る
。
第
一
は
衆
字
の

釋
字
に
恣
意
性
が
強
い
こ
と
。
郭
沫
若
の
釋
字
も
董
作
賓
の
釋
字
も
そ
う
で
、
一

方
は
奴
隸
制
社
會
の
實
在
を
主
張
す
る
た
め
に
釋
字
し
、
他
方
は
そ
れ
を
否
定
す

る
た
め
に
釋
字
し
た
と
い
う
印
象
が
否
め
な
い
。
第
二
は
史
料
の
使
用
も
恣
意
的

で
あ
る
こ
と
。
特
に
「
衆
卽
奴
隸
」
說
に
は
そ
れ
が
強
い
。
盤
庚
篇
は
中
篇
だ
け

を
史
料
と
し
、
上
篇
・
下
篇
は
無
視
し
て
い
る
。
し
か
も
文
中
の
「
養
畜
」
を
衆

を
家
畜
扱
い
し
て
い
る
と
解
し
て
論
據
と
す
る
點
な
ど
は
恣
意
性
が
甚
だ
し
い
。

第
三
は
盤
庚
篇
に
束
縛
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
は
諸
說
全
般
に
言
え
る
こ
と
だ

が
、
あ
ら
か
じ
め
盤
庚
篇
で
衆
・
衆
人
の
枠
組
み
を
決
め
、
そ
の
枠
内
か
ら
は
み

出
さ
な
い
範
圍
で
卜
辭
や
金
文
の
衆
が
如
何
な
る
社
會
身
分
か
を
求
め
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
れ
は
研
究
方
法
と
し
て
は
本
末
轉
倒
で
は
な
か
ろ
う
か
。
盤
庚
篇
は

殷
代
に
原
型
が
で
き
、
春
秋
時
代
に
完
成
し
た
と
さ
れ
る（

（（
（

。
し
か
し
、
殷
代
に
こ

の
よ
う
な
長
文
の
文
章
が
書
か
れ
た
だ
ろ
う
か（

（（
（

。
口
傳
を
も
と
に
西
周
時
代
に
原

型
が
作
ら
れ
た
、
春
秋
時
代
に
完
成
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
二
千
數
百
年
閒
に

數
知
れ
な
い
人
の
手
を
經
て
き
た
。
こ
の
閒
に
ど
の
よ
う
に
書
き
換
え
ら
れ
た
か

わ
か
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
史
料
で
枠
組
み
を
決
め
、
そ
れ
に
合
う
よ
う
殷
・
西

周
時
代
の
原
史
料
を
解
釋
し
て
い
く
の
は
問
題
が
あ
る
。
先
に
卜
辭
・
金
文
の
よ

う
な
第
一
次
史
料
で
衆
・
衆
人
が
如
何
な
る
社
會
身
分
で
あ
る
か
を
求
め
る
べ
き

で
あ
る
。
然
る
後
、
盤
庚
篇
の
史
料
價
値
を
見
定
め
、
ど
の
よ
う
に
援
用
す
る
か

を
考
え
る
の
が
順
當
で
あ
る
。
後
世
の
文
獻
を
參
考
に
す
る
こ
と
は
や
む
を
え
な

い
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
枠
組
み
を
決
め
て
は
な
ら
な
い
は
ず
だ
。

本
稿
は
上
記
三
點
を
排
し
、
ま
ず
卜
辭
・
金
文
だ
け
を
對
象
史
料
に
し
て
衆
・

衆
人
が
如
何
な
る
社
會
身
分
か
を
求
め
、
然
る
後
に
盤
庚
篇
の
衆
を
如
何
に
考
え

る
か
と
い
う
順
で
、
衆
・
衆
人
へ
の
檢
討
を
進
め
よ
う
と
思
う
。

二
　
衆
人
と
人
・
某
人
の
關
係

衆
・
衆
人
が
何
を
指
す
か
は
以
下
の
卜
辭
に
よ
っ
て
分
か
る
。

01
　
弜
巳
衆
戍
舂
受
人
、
亡
我
（
災
）。《
合
集
》
二
六
八
九
八

02
　�
王
其
乎
（
呼
）
衆
戍
舂
受
人
、
叀

土
人
眔

人
、
又
（
有
）
我
（
災
）

《
合
集
》
二
六
八
九
八

03
　�

王
其
衆
戍
舂
受
人
、
叀

土
人
、
又
（
有
）
我
（
災
）《
合
集
》
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二
六
八
九
四

04
　
庚
午
卜
、
亘
、
貞

不
其
受
年
、
二
月
、
二
告
《
合
集
》
九
八
一
〇
正

05
　
貞
共

人
、
乎
（
呼
）
宅

《
合
集
》
八
七
二
〇
正

06
　
貞

不
其
受
年
《
合
集
》
九
八
一
〇
正

07
　�

…
…
大
方
伐
…
…

廿
邑
、
庚
寅
雨
自
南
、
二
…
…
《
合
集
》

六
七
九
八

08
　
貞
乎
（
呼
）
共
才
（
在
）

人
《
合
集
》
八
〇
七
〇

09
　�

戊
寅
卜
、
方
至
不
、
之
日

（
侑
）、
曰
、
方
才
（
在
）

、…
…
《
合

集
》
二
〇
四
八
五

10
　
…
…
令
共
東
土
人
《
合
集
》
七
三
〇
八

01
～
04
辭
中
の「
受
」は
、『
管
子
』海
王
の「
釜
十
五
吾
受
」の
尹
知
章
注
に「
受
、

取
也
」、『
孟
子
』
離
婁
上
の
「
男
女
授
受
不
親
」
の
朱
熹
集
注
に
「
受
、
取
也
」

と
云
う
取
の
義
で
あ
る
。
引
伸
し
て
徴
集
の
義
に
用
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
01
は

巳
（
子
）
の
日
に
衆
に
舂
を
戍
守
さ
せ
る
た
め
に
人
を
徴
取
す
る
か
否
か
を
卜
問

し
た
も
の
、
03
は
衆
に
命
じ
て
舂
を
戍
守
さ
せ
る
た
め
に
人
を
徴
取
す
る
が
、

土
人
か
ら
徴
取
す
る
か
否
か
を
卜
問
し
た
も
の
、
02
は
衆
に
舂
を
戍
守
さ
せ
る
た

め
に
人
を
徴
取
す
る
が
、

土
人
と

人
か
ら
徴
取
に
す
る
か
否
か
を
卜
問
し
た

も
の
で
あ
る
。

02
・
03
中
の
土
の
前
の
一
字
は『
類
纂
』『
校
釋
』と
も
に「

」と
し
て
い
る
が
、

拓
本
を
よ
く
見
る
と

の
下
部
に

が
あ
る
。
こ
の

は
器
皿
を
表
し
て
い
る
の

で
、
こ
の
字
は

の
下
部
に

が
あ
る
「

」
字
と
同
字
で
あ
る
。
卜
辭
で
は

土
は
10
の
東
土
の
よ
う
に
廣
大
な
地
域
を
表
し
て
い
る
。
07
に
よ
れ
ば
、

は
大

方
と
い
う
方
國
の
侵
入
を
受
け
る
邊
境
に
位
置
し
、「

廿
邑
」
と
い
う
表
現
か

ら
見
る
と
、
少
な
く
と
も
二
十
以
上
の
小
邑
を
そ
の
鄙
に
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
中
心
の
邑
と
鄙
の
小
邑
で
構
成
さ
れ
る
も
の
を
林
澐
は
都
鄙
國
家
と
呼
ん
で

い
る（
（（
（

。

國
は
06
に
そ
の
受
年
が
卜
問
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
殷

の
與
國
で
あ
っ
た
。

人
の
「

」
は
、鬱
金
を
合
文
で
「

」
と
書
く
よ
う
に
、「
不
乇
」
或
い
は
「
乇

不
」
の
合
文
と
考
え
ら
れ
る
。
09
に
戊
寅
の
日
に
方
が
侵
入
し
て
不
に
至
っ
た
の

で
、

（
侑
）
祭
を
し
、
そ
の
祝
詞
に
「
方
が

・

に
在
り
、
…
…
」
と
あ
る

の
で
、
不
と

・

は
近
隣
に
在
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
04
に
「

人
を
徴
集
し

て
宅
・

に
呼
（
命
）
じ
て
…
…
」
と
あ
る
の
で
、
宅
も

の
隣
地
に
あ
っ
た
。

09
の
不
と
05
の
宅
、
03
の

が
い
ず
れ
も
別
個
の
邑
で
、
三
地
と
も
に

・

の

隣
地
に
あ
っ
た
と
す
る
よ
り
は
、
不
・
宅
・

は
一
地
で
、

は
「
不
乇
」
或
い

は
「
乇
不
」
の
合
文
で
あ
り
、
も
と
も
と
外
國
語
で
あ
っ
た
地
名
を
強
い
て

と

書
き
表
し
た
が
、不
・
宅
の
場
合
は
そ
れ
を
略
記
し
た
と
解
釋
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
外
國
語
を
表
記
す
る
と
き
に
略
記
す
る
こ
と
は
人
名
・
地
名
に
は
非

常
に
多
い
（
例
え
ば
呉
・
楚
の
王
名
）。

01
・
02
・
03
は
大
方
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、
衆
を
舂
に
戍
守
の
兵
と
し
て
置
き

た
い
。
つ
い
て
は
近
邊
か
ら
徴
集
し
た
い
。
徴
集
の
對
象
は

國
の
人
に
し
よ
う

か
、
そ
れ
と
も

國
の
人
と

の
兩
方
か
ら
徴
集
し
よ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え

て
そ
れ
を
卜
問
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
衆
を
徴
集
す
る
こ
と
が
「
受
人
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
の
は
注
意
す
べ

き
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
衆
が
「
人
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
徴
集
の
對
象
が

土
人
や

人
な
ど
の
某
人
と
な
っ
て
い
て

い
る
こ
と
は
、
衆
・
衆
人
が
商
本
國
の
人
に
は
限
定
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
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し
て
い
る
。
衆
・
衆
人
は
王
朝
を
構
成
す
る
諸
方
國
・
諸
邑
で
あ
れ
ば
ど
こ
の
邑

の
人
で
も
よ
か
っ
た
。
08
の
「
才
（
在
）

人
」
は
そ
れ
を
端
的
に
表
現
し
た
も

の
で
、

邑
に
居
住
し
て
い
る
人
が
徴
集
の
對
象
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
某
邑

の
邑
人
が
徴
集
の
對
象
者
で
あ
り
、
そ
の
對
象
者
で
あ
る
邑
人
が
衆
・
衆
人
な
の

で
あ
る
。三

　
衆
・
衆
人
の
徴
集

こ
こ
で
は
、
衆
・
衆
人
の
徴
集
に
つ
い
て
檢
討
し
た
い
。
そ
の
際
、
01
～
03
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
衆
・
衆
人
は
「
人
」
と
も
簡
稱
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
も
檢
討
對

象
に
含
む
。

11
　
癸
子
（
巳
）
卜
、
□
、
貞
令
…
…
共
衆
人
《
合
集
》
二
一
正

12
　
己
酉
卜
、
爭
、
貞
共
衆
人
、
乎
（
呼
）
比

…
…
《
合
集
》
二
三

13
　
辛
亥
卜
、
爭
、
貞
共
衆
人
、
立
大
事
于
西
奠

…
…
月
《
合
集
》
二
四

14
　
丁
卯
卜
、
貞
王
其
令

共
衆
于
北
《
屯
南
》
二
二
六
〇

15
　
丙
子
卜
、
韋
、
貞
王
共
人
《
合
集
》
七
二
七
七

16
　
貞
王
共
人
、
十
一
月
《
合
集
》
七
二
七
八

17
　
王
共
人
、
十
一
月
《
合
集
》
七
二
七
九

18
　
貞
王
勿
共
人
《
合
集
》
七
二
七
九

19
　
貞

人
、
叀
王
自
俔
扞
《
合
集
》
七
二
一
八

20
　
貞
勿

人
、
乎
（
呼
）
俔

方
《
合
集
》
六
一
八
二

21
　�

戊
辰
卜
、

、
貞

人
、
乎
（
呼
）
阿
（
往
）
伐

方
《
合
集
》

六
一
七
七
正

22
　
…
…
勿

人
、
乎
（
呼
）
伐
羌
《
合
集
》
六
六
一
九

23
　
壬
申
卜
、
貞
勿

人
…
…

方
…
…
《
合
集
》
六
一
七
〇
正

24
　
己
丑
卜
、
其

衆
、
告
…
…
父
丁
《
合
集
》
三
一
九
九
四

26
　
己
丑
卜
、
其

衆
、
告
于
父
丁
一
牛
《
合
集
》
三
一
九
九
五

27
　
戊
申
、
貞
其

衆
人
《
屯
南
》
一
一
三
二

卜
辭
中
11
～
18
の
共
は
供
出
の
共
で
、
供
出
さ
せ
る
こ
と
、
卽
ち
徴
集
の
義
で

あ
る
。
19
～
23
の

は
、
張
亞
初
は

此
字
从
収
从
皀
（
𣪘
）、
可
隸
定
爲

。
一
期
卜
辭

人
伐
某
方
之
詞
習

見
。
有
時

人
也
作
「
皀
人
」（
乙
六
五
八
一
）、
可
證
這
是
从
収
从
𣪘
以
𣪘

爲
基
本
聲
符
之
字
。
舊
釋
饔
、
釋
登
、
均
不
確
。
說
文
「
勼
、
聚
也
、
从
勹

九
聲
、
讀
若
鳩
」、
勼
字
文
獻
假
爲
鳩
。
皀
（
𣪘
）
字
或
作
朹
匭
軌
、
與
勼

鳩
都
以
九
爲
聲
符
、
故
可
相
通
。
卜
辭

人
卽
徴
集
斂
聚
人
、
于
文
意
正
相

合
。

と
述
べ
、「
勼
」
字
の
初
文
で
「
人
を
徴
集
・
斂
聚
す
る
」
と
し
て
い
る（

（（
（

。
24
～

27
の
「

」
は
、
于
省
吾
が

按
、
字
从
「
堀
」
从
「
冉
」、「
堀
」
或
省
作
「
隹
」、
隸
可
作
「

」「

」。

均
用
作
動
詞
、
主
要
有
「

衆
」
和
「
秋

」。
均
有
聚
集
之
義
。

と
論
證
し
て
い
る
よ
う
に
「
聚
集
」
の
義
で
あ
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
徴
集
の
義
で
用
い
ら
れ
る
動
詞
は
、
先
の
受
（
取
）
を
加
え
る
と

四
種
あ
る
。
使
用
例
と
し
て
最
も
多
い
の
は
共
で
、
次
い
で

が
多
い
。

と
受

は
極
め
て
少
な
く
、
受
は
01
～
03
の
三
例
の
み
で
あ
る
。

徴
集
し
た
人
數
を
記
し
た
卜
辭
の
一
部
を
あ
げ
る
。

28
　
貞
勿

（
勼
）
人
五
千
《
合
集
》
六
一
六
七

29
　
貞

（
勼
）
人
五
千
、
乎
（
呼
）
俔

方
《
合
集
》
六
一
六
七
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30
　�

戊
寅
卜
、

、
貞

（
勼
）
人
三
千
、
乎
（
呼
）
伐

方
、
弗
…
…
《
合

集
》
六
一
七
一

31
　�
己
未
卜
、

、
貞
王

（
勼
）
三
千
人
、
乎
（
呼
）
伐

方
、
我
《
合

集
》
六
六
三
九

32
　�

己
未
卜
、

、
貞
王

（
勼
）
三
千
人
、
乎
（
呼
）
伐

方
、
我
《
合

集
》
六
六
四
〇

33
　�

己
未
卜
、

、
貞
王

（
勼
）
三
千
人
、
乎
（
呼
）
伐

方
、
我
《
合

集
》
六
六
四
一

34
　�

丙
子
卜
、
永
、
貞
王

（
勼
）
人
三
千
、
乎
（
呼
）
…
…
我

《
合
集
》

六
六
九
〇
正
甲

35
　
…
…
受
叀
衆
百
、
王
弗
毎
（
悔
）《
合
集
》
二
六
九
〇
六

36
　�

辛
子
（
巳
）
卜
、…
…
、
貞

（
勼
）
帚
（
婦
）
好
三
千
、

（
勼
）
旅
萬
、

乎
（
呼
）
伐
…
…
《
英
》
一
五
〇
正

37
　�

…
…
王
其
護
（
以
）
衆
合
右
旅
［
左
］
旅
、
咬
于
牙
（
舊
）《
屯
南
》

二
三
五
〇

徴
集
人
數
を
記
し
た
も
の
は
、
受
の
一
例
を
除
け
ば

に
集
中
し
て
い
る
。
人

數
は
五
千
人
（
28
～
29
）
が
最
も
多
く
、
三
千
人
（
30
～
34
）
が
こ
れ
に
次
ぐ
。

百
人
（
35
）
規
模
の
場
合
も
あ
る
。
殷
は
36
の
「
旅
萬
」
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
一

萬
人
單
位
の
旅
さ
え
所
有
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
五
千
人
・
三
千
人
が
全
國

一
齊
に
行
わ
れ
た
徴
集
の
結
果
と
は
考
え
に
く
い
。
後
世
、
邊
境
に
異
民
族
が
侵

入
し
た
場
合
や
地
方
で
反
亂
が
起
き
た
と
き
に
は
、
爭
亂
地
域
近
邊
で
兵
を
徴

集
、徴
募
し
て
戰
場
に
投
入
し
て
い
る
。そ
の
例
は
こ
こ
に
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
、

史
書
に
習
見
す
る
。
36
は
一
部
地
域
か
ら
徴
集
し
、
帚
（
婦
）
好
が
率
い
て
い
る

三
千
人
と
す
で
に
編
成
が
終
わ
っ
て
い
る
一
萬
人
の
旅
を
併
せ
、
合
計
一
萬
三
千

で
某
方
を
伐
つ
こ
と
を
卜
問
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
咬
は

と
隸
定
さ
れ
た

り
す
る
が
咬
が
正
し
い
。
國
名
に
使
用
す
る
場
合
は
滕
で
あ
る（

（（
（

。
37
は
缺
文
が
あ

る
が
、
王
が
率
い
る
衆
は
中
旅
の
一
部
で
、
こ
れ
に
別
編
成
の
右
旅
・
左
旅
を
併

せ
、
三
旅
で
牙
（
舊
）
を
咬
伐
す
る
こ
と
を
卜
問
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
軍
旅

の
規
模
は
な
お
さ
ら
大
き
く
、
三
萬
人
程
度
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
臨
時
の
徴

集
に
よ
る
某
千
人
は
徴
集
可
能
な
人
數
の
一
部
な
の
で
あ
る
。

實
際
、
01
～
03
以
外
に
も
、
以
下
の
例
の
よ
う
に
徴
集
先
が
一
部
地
域
、
邑
で

あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
卜
辭
が
散
見
す
る
。

38
　
丁
卯
卜
、
貞
王
其
令

共
衆
于
北
《
屯
南
》
二
二
六
〇

39
　
…
…
令
共
東
土
人
《
合
集
》
七
三
〇
八

40
　
貞
乎
（
呼
）
共
才
（
在
）

人
《
合
集
》
八
〇
七
〇

41
　
貞
共

人
、
乎
（
呼
）
宅

《
合
集
》
八
七
二
〇
正

42
　
…
…
族
共
人
于
帛
…
…
《
屯
南
》
二
九
〇
九

43
　�

甲
申
卜
、

、
貞
乎
（
呼
）
帚
（
婦
）
好
先
共
人
于
龐
《
合
集
》

七
二
八
三

44
　�

貞

方
、
弗

（
勼
）
人
頗
（
墉
）
沚
、
乎
（
呼
）
伐
…
…
《
合
集
》

六
一
七
八

38
は
北
方
、
39
は
東
土
と
い
う
地
域
、
40
は

に
居
住
す
る
人
々
、
41
は
宅
と

、
42
は
帛
、
43
は
龐
、
44
は
頗
（
墉
）
と
沚
に
限
定
さ
れ
た
徴
集
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
殷
代
の
兵
の
徴
集
は
必
要
時
に
近
邊
か
ら
必
要
だ
け
を
徴

集
す
る
、
場
當
た
り
的
徴
集
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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四
　
徴
集
の
目
的
と
徴
用
先

徴
集
の
目
的
は
兵
役
と
徭
役
の
二
種
が
あ
る
。

甲
．
兵
役

兵
役
に
は
戍
役
と
通
常
の
兵
役
の
二
種
が
あ
っ
た
。

ａ
．
戍
役

45
　
五
族
其
雉
王
衆

　
　
戍
屰
弗
雉
王
衆

　
　
戍
骨
弗
雉
王
衆

　
　
戍
屰
弗
雉
王
衆

　
　
戍

弗
雉
王
衆

　
　
戍
逐
弗
雉
王
衆

　
　
戍
何
弗
雉
王
衆
《
合
集
》
二
六
八
七
九

46
　
癸
丑
卜
、
犾
、
貞
戍
逐
雉
王
衆
《
合
集
》
二
六
八
八
一

47
　
戍

弗
雉
王
衆
《
合
集
》
二
六
八
八
三

49
　
戍
衞
不
雉
衆
《
合
集
》
二
六
八
八
八

50
　�

…
…
叀
入
戍
辟
、
立
于
…
…
之
、
咬

方
、
不
［
雉
衆
］《
合
集
》

二
六
八
九
五

51
　
…
…
戍
逐
其
雉
王
衆
《
屯
南
》
四
二
〇
〇

52
　
于
穎
（
師
）
辟
尋
《
懷
》
一
三
九
一

53
　
方
其
至
于
戍
穎
（
師
）《
屯
南
》
七
二
八

54
　
其
尋
二
方
白
（
伯
）
于
穎
（
師
）
辟
《
合
集
》
二
八
〇
三
四

卜
辭
中
の
「
雉
」
は
于
省
吾
が

按
雉
字
或
从
土
作

者
繁
文
也
。
甲
骨
文
雉
兔
之
雉
亦

、
矢
與
夷
疊

韻
、
故
互
作
。
…
…
上
擧
諸
辭
之
雉
字
、
均
應
讀
爲
夷
。
…
…
讀
爲
傷
亡
。

前
引
諸
辭
是
問
戍
守
或
征
伐
時
衆
人
有
有
無
傷
亡
之
義
。

と
論
證
し
て
い
る
よ
う
に
傷
亡
の
義
で
、「
某
喪
衆
」「
某
不
喪
衆
」
の
喪
と
ほ
ぼ

同
義
で
あ
る（

（（
（

。「
不
雉
衆
（
衆
を
傷
亡
す
る
こ
と
が
無
い
か
）」
と
い
う
表
現
は
、

戍
某
と
い
う
組
織
の
構
成
員
が
衆
・
衆
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
證
明
す
る
も
の
で
あ

る
。50

に
見
え
る
戍
辟
は
52
の
穎
（
師
）
辟
と
い
う
軍
の
駐
屯
地
に
置
か
れ
た
部
隊

の
名
稱
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
い
う
駐
屯
地
は
戍
穎
（
師
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

45
に
見
え
る
戍
屰
・
戍
骨
・
戍

・
戍
逐
・
戍
何
は
屰
・
骨
・

・
何
と
い
う
戍

穎
（
師
）
に
置
か
れ
た
駐
屯
部
隊
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
五
個
の
駐
屯
部

隊
は
「
五
族
」
と
總
稱
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
「
族
」
は
宗
族
を
意
味
す
る
の

で
は
な
く
、
複
數
の
某
邑
か
ら
徴
集
さ
れ
、
一
つ
の
軍
旗
の
下
に
編
成
さ
れ
た
衆

で
構
成
さ
れ
た
部
隊
を
意
味
す
る
。『
周
禮
』
地
官
・
司
徒
の
六
鄕
の
編
成
に
基

づ
い
て
一
族
は
百
人
と
す
る
考
え
方
が
あ
る（

（（
（

。
確
か
に
そ
の
通
り
で
、『
尚
書
』

牧
誓
の

王
曰
、
嗟
、
我
友
邦
冢
君
、
御
事
司
徒
司
馬
司
空
、
亞
旅
師
、
千
夫
長
百

夫
長
、
及
庸
蜀
羌
髳
微
盧
彭
濮
人
…
…
。

と
い
う
記
述
に
あ
る
「
千
夫
長
・
百
夫
長
」
と
い
う
歩
卒
の
將
帥
に
率
い
ら
れ
た

部
隊
は
そ
の
よ
う
に
し
て
編
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
も
そ
う
だ
ろ
う
。

戍
穎
（
師
）
は
53
の
よ
う
に
方
が
侵
入
す
る
封
境
沿
い
に
あ
り
、
王
が
出
御
し

た
某
方
と
の
戰
爭
で
方
酋
や
方
白
（
伯
）
を
捕
虜
に
し
た
場
合
に
は
54
の
よ
う
に

王
が
駐
留
す
る
戍
穎
（
師
）
に
お
い
て
王
自
ら
敵
の
首
領
を
尋
問
を
す
る
こ
と
も
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七

あ
っ
た
。

55
　
右
戍
不
雉
衆

　
　
中
戍
不
雉
衆
、
吉

　
　
左
戍
不
雉
衆
、
吉
《
屯
南
》
二
三
二
〇

56
　
中
不
雉
衆
、
王
荻
曰
、
引
吉

　
　
左
不
雉
衆
、
王
荻
曰
、
引
吉
《
合
集
》
三
五
三
四
七

57
　
戍
辟
堕
（
馹
）
之
、
我
《
合
集
》
二
八
〇
三
四

56
は
中
・
左
の
下
に
戍
が
省
略
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
55
・
56
に
見
え
る
、

地
名
が
附
か
な
い
右
戍
・
中
戍
・
左
戍
と
い
う
部
隊
は
、
複
數
の
戍
某
の
部
隊
を

集
め
て
再
編
し
た
時
の
大
部
隊
の
名
稱
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
戍
某
は
通
常
は

某
地
の
戍
穎
（
師
）
に
駐
屯
し
て
い
る
の
だ
が
、時
に
は
、57
の
よ
う
に
堕
（
馹
、

驛
）
の
驛
舍
を
經
な
が
ら
別
の
地
に
移
動
さ
せ
ら
れ
、
移
動
地
で
の
我
戰
（
剿
滅

戰
）
に
投
入
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
戍
某
を
封
境
か
ら
移
動
さ
せ
て

ま
で
投
入
す
る
必
要
が
あ
る
大
戰
爭
で
は
、
複
數
の
戍
某
の
部
隊
を
殷
の
軍
旅
の

習
慣
に
よ
っ
て
右
・
中
・
左
の
大
部
隊
に
編
成
し
直
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ｂ
．
通
常
の
兵
役

58
　�

癸
子
（
巳
）
卜
、

、
貞
旬
亡

、
王
荻
（
乩
）
曰
、

（
有
）

、

（
有
）
來

、
乞
（
迄
）
五
日
丁
酉
允

（
有
）
來

自
西
、

沚

告
曰
、
土
方
正
（
征
）
于
我
西
啚
（
鄙
）、
我
二
邑
。

59
　�

丙
戌
卜
、

、
貞
乎
（
呼
）
帚
（
婦
）
好
先
共
人
于
龐
《
合
集
》

七
二
八
七

60
　�

辛
酉
卜
、
貞
今
者

（
勼

）
人
、
乎
（
呼
）
伐
…
…
《
合
集
》

七
三
四
二

61
　�

乙
酉
卜
、

、
貞
勿
乎
（
呼
）
帚
（
婦
）
好
先
于
龐
、
共
人
《
合
集
》

七
二
八
三

62
　�

乙
酉
卜
、

、
貞
勿
乎
（
呼
）
帚
（
婦
）
先
于
龐
、
共
人
《
合
集
》

七
二
八
四

63
　�

乙
酉
卜
、
爭
、
貞
乎
（
呼
）
帚
（
婦
）
好
先
共
人
于
龐
《
合
集
》

七
二
八
八

64
　�

乙
酉
…
…
貞
勿
乎
（
呼
）
帚
（
婦
）
先
于
龐
、
共
人
《
合
集
》

七
二
八
七

65
　�

丁
酉
卜
、

、
貞
今
者
王
共
人
五
千
、
正（
征
）土
方
、
受
（
有
）［
又

（
祐
）］《
合
集
》
六
四
〇
九

66
　�

癸
子
（
巳
）
卜
、

、
貞
共
人
、
乎
（
呼
）
伐

［
方
］
…
…
受

（
有
）

［
又
（
祐
）］《
合
集
》
六
一
七
四

67
　
貞
我
共
人
伐
印
方
…
…
《
合
集
》
六
四
七
四

68
　�

貞
勿

（
勼
）
人
、
乎
（
呼
）
伐

方
、
弗
其
受

（
有
）
又
（
祐
）《
合

集
》
六
一
七
八

69
　
…
…

（
勼
）
人
三
千
、
乎
（
呼
）
伐
土
方
…
…
《
合
集
》
六
四
六
七

70
　�

翌
日
王
其
令
右
旅
眔
（
曁
）
左
旅
咬
見
方
我
、
不
雉
衆
《
屯
南
》

二
三
二
二

71
　�

丁
酉
卜
、

、
貞
今
者
王
共
人
五
千
、
正（
征
）土
方
、
受
（
有
）［
又

（
祐
）］《
合
集
》
六
四
〇
九

72
　�
辛
酉
卜
、
貞
今
者

（
勼

）
人
、
乎
（
呼
）
伐
…
…
《
合
集
》

七
三
四
二

戍
役
以
外
の
兵
役
を
假
に
通
常
の
兵
役
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
れ
ば
、
通
常
の
兵
役



衆
人
新
解	

八

に
は
防
御
の
た
め
の
徴
集
と
征
伐
の
た
め
の
徴
集
が
あ
っ
た
。
防
御
の
た
め
の
徴

集
は
、
58
の
よ
う
に
與
國
或
い
は
殷
自
身
が
方
に
侵
入
さ
れ
た
と
き
の
徴
集
で
、

緊
急
性
が
高
い
。
早
急
に
徴
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
侵
入
さ
れ
た
地
域

の
近
邊
で
徴
集
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。王
が
徴
集
を
命
じ
、兵
が
集
ま
る
の
を
待
っ

て
出
陣
す
る
と
閒
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
59
～
64

の
よ
う
に
、
帚
（
婦
）
好
な
ど
の
代
理
人
を
先
行
派
遣
し
て
徴
集
さ
せ
、
防
御
に

赴
か
せ
た
。
そ
の
後
に
王
が
出
陣
し
た
が
、
侵
入
の
規
模
に
よ
っ
て
は
將
帥
を
派

遣
し
て
防
御
さ
せ
た
。

第
一
期
武
丁
期
は
對
外
戰
爭
が
多
く
、
殷
の
領
土
が
最
も
擴
大
し
た
時
代
で
あ

る
。
そ
れ
が
あ
っ
て
武
丁
は
『
尚
書
』
な
ど
で
は
高
宗
と
稱
さ
れ
、
そ
の
名
聲
は

後
世
に
ま
で
殘
っ
た
。
領
土
擴
張
は
防
御
戰
か
ら
で
は
な
く
、
積
極
的
攻
勢
か
ら

産
ま
れ
る
。
65
～
72
ま
で
の
某
方
へ
の
征
伐
の
多
く
は
こ
う
い
う
領
土
擴
張
の
た

め
の
積
極
的
な
戰
爭
の
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
外
地
に
赴
い
て
戰
爭
す

る
場
合
は
防
御
戰
以
上
の
兵
を
集
め
た
は
ず
で
、
計
畫
的
に
大
規
模
な
徴
集
が
實

施
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

乙
．
徭
役

ａ
．
工
役

73
　
貞
令
才
（
在
）
北
工
、
共
人
《
合
集
》
七
二
九
四
正

74
　
貞
勿
令
才
（
在
）
北
工
、
共
人
《
合
集
》
七
二
九
五
正

75
　
丁
卯
卜
、
貞
王
其
令

共
衆
于
北
…
…
《
屯
南
》
二
二
六
〇

76
　
…
…
戌
卜
、
…
…
共
衆
…
…
宗
工
《
合
集
》
十
九

77
　
庚
…
…
、
貞
共
…
…
宗
工
《
合
集
》
二
〇

77
　
戊
寅
卜
、
爭
、
貞
今
春
衆

（
有
）
工
、
十
月
《
合
集
》
八

78
　
…
…
衆
又
（
有
）
工
《
屯
南
》
五
九
九

　
工
は
土
工
（
土
木
・
建
設
）
で
あ
る
。
73
・
74
に
よ
る
と
、
北
部
で
土
工
が
行

わ
れ
て
い
て
、
そ
の
人
員
確
保
の
た
め
に
某
地
か
ら
の
徴
集
が
行
わ
れ
て
い
る
。

76
も
缺
文
が
あ
る
が
宗
工
へ
の
徴
用
と
考
え
ら
れ
る
。
宗
工
と
い
う
の
は
宗
廟
で

の
土
木
や
建
設
で
あ
る
。
西
周
中
期
の
五
祀
衞
鼎
（
集
成
二
八
三
二
）
に

隹
（
唯
）
正
月
初
吉
庚
戌
、
衞
護
（
以
）
邦
君
厲
告
于
井
（
邢
）
白
（
伯
）・

白
（
伯
）
邑
父
・
定
白
（
伯
）・
腹
白
（
伯
）・
白
（
伯
）
俗
父
曰
、
厲
曰
、

余
執
龏
（
共
）
王
卹
（
恤
）
工
、
于
卲
（
昭
）
大
室
東
逆
（
朔
）、

（
營
）

二
川
、
…
…

と
あ
り
、
昭
王
の
宗
廟
で
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
宗
廟
で
は
土
工
が
よ

く
行
わ
れ
た
ら
し
い
。
77
で
は
今
春
、
衆
に
工
役
を
賦
す
る
か
否
か
が
卜
問
さ
れ

て
い
る
。
78
も
缺
文
が
あ
る
が
、土
工
と
思
わ
れ
る
。
殷
代
の
土
工
に
は「
作
邑
」

が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
工
關
係
の
卜
辭
に
は
作
邑
や
道
路
建
設
な
ど
土

木
も
含
ま
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
土
工
に
は
多
く
の
肉
體
勞
働
者
と
技
術

者
で
あ
る
百
工
が
必
要
で
あ
っ
た
。

ｂ
．
農
役

農
役
に
は
藉
田
へ
の
徴
用
と
開
墾
・
入
植
へ
の
徴
用
の
二
種
が
あ
る
。

イ
．
藉
田

藉
田
に
つ
い
て
は
先
學
の
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
詳
述
し
な
い
。

『
國
語
』
周
語
上
に
周
代
の
千
畝
の
藉
田
を
記
し
て
云
う
。

虢
文
公
諫
曰
、
不
可
、
夫
民
之
大
事
在
農
、
上
帝
之
粢
盛
於
是
乎
出
、

…
…
先
時
五
日
、
瞽
告
有
恊
風
至
、
王
即
齋
宫
、
百
官
御
事
各
即
其
齋
三

日
、
王
乃
淳
濯
饗
醴
。
及
期
、
鬱
人
薦
鬯
、
犧
人
薦
醴
、
王
祼
鬯
饗
醴
乃



立
命
�
白
川
靜
記
念
東
洋
�
字
�
�
�
究
紀
�
　
第
六
號	

九

行
。
百
吏
庶
民
畢
從
。
及
藉
后
稷
監
之
、
膳
夫
農
正
陳
藉
禮
、
大
史
贊
王
。

王
敬
從
之
。
王
耕
一
墢
、（
韋
昭
注
：
一
墢
一
耜
之
墢
也
。
王
無
耦
、
以
一

耜
耕
）
班
三
之
（
韋
昭
注
：
班
次
也
。
三
、
於
下
各
三
其
上
也
。
王
一
墢
、

公
王
卿
九
、
大
夫
二
十
七
）、
庶
人
終
于
千
畝
。
其
后
稷
省
功
、
大
史
監

之
、
司
徒
省
民
、
大
師
監
之
、
畢
。
宰
夫
陳
饗
、
膳
宰
監
之
。
…
…

こ
れ
に
よ
る
と
、
藉
田
は
、
司
徒
が
藉
に
壇
を
建
て
る
こ
と
に
引
き
續
き
、
次

の
次
第
で
行
わ
れ
て
い
る
。

・
王
と
百
官
が
三
日
閒
齋
戒
を
す
る
。

・
饗
禮
を
行
う
。

・
膳
夫
と
農
正
が
儀
式
の
次
第
を
宣
布
す
る
。

・
王
の
親
耕

・
公
卿
大
夫
の
耕

・
庶
民
が
耕
種
を
完
成
す
る
。

・
饗
食

そ
の
特
徴
は
王
が
臨
涖
す
る
こ
と
、
王
と
公
卿
大
夫
が
形
式
的
耕
起
を
す
る
こ

と
、
大
部
分
の
耕
起
は
庶
人
が
す
る
こ
と
に
あ
る
。

衆
人
の
農
耕
に
關
す
る
卜
辭
を
藉
田
と
そ
れ
以
外
に
分
別
す
る
の
は
非
常
に
難

し
い
。
以
下
は
確
實
に
藉
田
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
。

79
　
…
…
卜
、
衆
乍
（
作
）
耤
、
不
喪
…
…
《
合
集
》
八

80
　
…
…

、
貞
王
大
令
衆
人
曰
、
…
…
受
…
…
《
合
集
》
五

81
　
…
…
［
王
］
大
令
衆
人
曰
、

田
、
其
受
年
、
十
一
月
《
合
集
》
一

82
　
貞
叀
小
臣
令
衆
黍
、
一
月
《
合
集
》
一
二

83
　
己
亥
卜
、
貞
令

小
耤
臣
《
合
集
》
五
六
〇
三

84
　
己
亥
卜
、
貞
令

［
小
］
耤
臣
《
合
集
》
五
六
〇
四

79
は
耤
と
書
い
て
あ
る
の
で
當
然
藉
田
の
事
例
。
80
は
王
の
臨
涖
が
あ
り
、
81

の
大
令
の
主
語
は
王
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
王
が
臨
涖
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
83
・
84
は

を
小
耤
臣
に
任
命
す
る
か
否
か
を
卜
問
し
た
も
の
で
あ
る
。

小
耤
臣
は
藉
田
を
管
掌
す
る
官
で
あ
る
。

85
　
貞
叀

乎
（
呼
）
小
衆
人
臣
《
合
集
》
五
五
九
七

86
　
貞
叀

乎
（
呼
）
衆
人
臣
《
合
集
》
五
五
九
七

85
・
86
に
よ
れ
ば
、
は
小
衆
人
臣
に
命
令
で
き
る
小
衆
人
臣
の
上
位
者
で
あ
っ

た
。
83
・
84
で

が
小
耤
臣
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
屬
下
の
小
衆
人
臣
を
指
揮
し

て
衆
人
に
藉
田
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

87
　
丁
亥
卜
、
令
衆

（
？
）
田
、
受
禾
（
年
）《
合
集
》
三
一
九
六
九

88
　
貞

（
庸
）
護
（
以
）
衆
田
、
又
（
有
）
我
《
合
集
》
三
一
九
七
〇

89
　
甲
子
卜
、
令
衆
田
、
若
（
諾
）《
屯
南
》
三
九
五

90
　
丙
午
卜
、

（
古
）、
貞
…
…
衆
黍
于
…
…
《
合
集
》
一
一

91
　�

丙
戌
卜
、

、
貞
令
衆
黍
、
其
受

（
祐
）、
五
［
月
］《
合
集
》

一
四
正

92
　
貞
王
…
…
衆
于
黍
…
…
《
合
集
》
七
五

87
～
92
は
藉
田
な
の
か
、他
地
で
の
田
作
な
の
か
の
區
別
が
つ
か
な
い
が
、衆
・

衆
人
が
田
作
し
て
い
た
事
例
で
あ
る
。

ロ
．
開
墾
・
入
植

93
　�
癸
子
（
巳
）
卜
、

、
貞
令
衆
人

、
入

方

（

）
田
《
合
集
》

六

94
　
丁
亥
、
貞
今
秋
王
令
衆

、
作

《
屯
南
》
四
三
三
〇



衆
人
新
解	

一
〇

95
　
癸
亥
、
貞
于

［
田
］。

　
癸
亥
、
貞
王
令
多
尹

田
于
西
、
受
禾
。

　
癸
亥
、
貞
多
尹
弜
作
［
田
］、
受
禾
。

　
乙
亥
、
貞
王
令

田
于
京
。

　
于
…
…

田
《
人
文
》
二
三
六
三

96
　
乙
亥
卜
、
韋
、
貞
乎
（
呼
）
田
于
屰
《
合
集
》
一
〇
九
六
一

93
の

は
、彭
邦
炯
は
「

」
で
聵
の
或
體
と
し
、于
省
吾
は
「
按
、字
从
『
聿
』

从
『
斧
』、
不
从
『
耳
』」
と
し
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
、
こ
の
字
は
95
及
び
《
屯
南
》

一
一
三
九
の

の
右
部
を
顚
倒
し
た
字
な
の
で
、

の
右
部
は

・

（
埶
・
蓺
・

藝
）
の
省
體
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
字
は
「
从

省
耳
聲
」
の
字
で
耳
聲
に
讀
む
。

春
秋
晩
期
の
曾
仲
槝

鎭
墓
獸
座
（
新
收
五
二
一
）
を
は
じ
め
と
し
て
祖
禰
を
「
且

」
に
作
る
も
の
は
多
い
。『
毛
詩
』
魯
頌
・
閟
宮
「
六
轡
耳
耳
」
を
馬
瑞
辰
の

傳
箋
通
釋
が
「
耳
耳
、
卽
爾
爾
之
假
借
」
と
云
う
よ
う
に
耳
と
爾
は
通
用
し
て
い

た
。
耳
と
蓺
も
通
用
す
る
。
よ
っ
て
、耳
字
は
斧
字
で
は
な
く
、耳
字
で
あ
っ
て
、

（
蓺
）
の
聲
符
で
あ
る
。

（

）
は
郭
沫
若
が
『
說
文
解
字
』
土
部
の
「
汝

潁
之
閒
謂
致
力
於
地
曰
圣
、
从
又
土
、
讀
若
兔
鹿
窟
」
を
引
い
て
「
圣
」
と
す
る

の
が
良
い（

（（
（

。
95
に

田
と
作
［
田
］
が
對
貞
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
義
は
作
田

に
近
い
。
93
と
94
は
對
貞
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
か
ら
も
作
田
の
義
に
近
い
こ
と

が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
93
は
衆
人
に
農
穡
を
な
す
こ
と
を
命
じ
、

方
の
領

域
内
に
入
り
、
開
墾
し
て
田
を
作
ら
せ
る
か
否
か
を
卜
問
し
た
も
の
で
あ
る
。
94

も
同
樣
で

（

？
）
に
田
を
作
る
こ
と
が
卜
問
さ
れ
て
い
る
。

93
・
94
の
よ
う
に
他
の
方
國
内
に
入
っ
て
新
た
に
田
を
作
っ
た
り
（
開
墾
）、

そ
こ
に
住
み
着
い
た
り
（
入
植
）
す
る
場
合
、
土
着
の
人
々
と
の
閒
に
紛
爭
が
生

じ
る
危
險
性
が
高
い
。
だ
か
ら
、
農
民
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
護
衞
す
る
部
隊
が

附
い
て
行
く
必
要
が
あ
る
。
96
で
田
作
が
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
屰
地
は
45
の
戍
屰
が

置
か
れ
て
い
る
屰
地
で
、
邊
境
に
位
置
す
る
。
開
墾
し
た
田
が
あ
っ
た
の
で
そ
の

戍
守
の
た
め
に
戍
屰
が
置
か
れ
た
の
か
、
戍
屰
が
あ
っ
て
安
全
な
の
で
屰
で
田
作

が
行
わ
れ
た
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
邊
境
の
よ
う
な
危
險
地
帶
で
開
墾
・
入

植
を
す
る
と
き
に
は
田
作
と
戍
守
を
一
體
に
し
て
行
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

他
地
で
の
田
作
を
記
す
卜
辭
は
多
い
が
、
ほ
と
ん
ど
が
96
の
よ
う
に
誰
に
田
作

さ
せ
た
か
を
記
し
て
い
な
い
。
い
ず
れ
も
衆
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
可
能
性
が
高

い
。
衆
人
に
よ
る
田
作
は
通
常
の
こ
と
な
の
で
、
改
め
て
そ
れ
を
明
記
す
る
必
要

が
な
く
、
省
略
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五
　
邑
人
の
内
部
構
造

殷
代
に
某
人
と
書
か
れ
る
邑
人
の
内
部
が
ど
の
よ
う
な
人
々
で
構
成
さ
れ
て
い

た
か
を
明
記
し
た
卜
辭
は
な
い
。
し
か
し
、
西
周
時
代
初
期
の
金
文
に
は
そ
れ
を

窺
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

97
　
宜
侯
夨
鮎
（
集
成
四
三
二
〇
）

隹
（
唯
）
四
月
、
辰
才
（
在
）
丁
未
、
王
省
珷
王
・
成
王
伐
商
圖
、
衣
（
誕
）

省
東
或
（
國
）
圖
、
王
立
（
涖
）
于
宜
、
入
土
（
社
）
南
鄕
、
王
令
（
命
）

虔
侯
夨
曰
、
降
（
遷
）
侯
于
宜
、
易
（
賜
）

鬯
一
卣
、
商
（
賞
）
俘
（
瓚
）

一
□
、
袷
（
彤
）
弓
一
、
袷
（
彤
）
矢
百
、
旅
（

）
弓
十
、
旅
（

）
矢

千
、
易
（
賜
）
土
、
氒
（
厥
）
川
（
甽
）
三
百
□
、
氒
（
厥
）
□
百
又
廿
、

氒
（
厥
）
宅
邑
卅
又
五
、
氒
（
厥
）
□
百
又
卌
、
易
（
賜
）
才
（
在
）
宜
王

人
十
又
七
生
（
姓
）、
易
（
賜
）
奠
（
鄭
）
七
白
（
伯
）、
氒
（
厥
）
盧
［
千
］
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又
五
十
夫
、
易
（
賜
）
宜
庶
人
六
百
又
□
（
十
）
六
夫
、
宜
侯
夨
揚
王
休
、

乍
（
作
）
虔
公
父
丁
惇
彝
。

98
　
大
盂
鼎
（
集
成
二
八
三
七
）

隹
（
唯
）
九
月
、
…
…

（
夙
）
夕
豚
（
紹
）
我
一
人
岡
（
烝
）
四
方
、

雩
（
于
）
我
其
遹
省
先
王
受
民
受
（
授
）
彊
（
疆
）
土
、
易
（
賜
）
女
（
汝
）

鬯
一
卣
・
冖
（
寓
）
衣
・
巿
（
紱
）・
舃
・
車
・
馬
、
易
（
賜
）
乃
且
（
祖
）

南
公
旂
、
用

（
狩
）、
易
（
賜
）
女
（
汝
）
邦
欲
（
司
）
四
白
（
伯
）、
人

鬲
自
頓
（
馭
）至
于
庶
人
、
六
百
又
五
十
又
九
夫
、
易（
賜
）尸（
夷
）欲（
司
）

王
臣
十
又
三
白
（
伯
）、
人
鬲
千
又
五
十
夫
、

（
亟
）
降
（
遷
）
自
氒
（
厥
）

土
、
…
…

97
は
夨
の
移
封
の
と
き
の
賜
與
、
98
は
盂
の
采
邑
へ
の
人
員
の
積
み
增
し
の
た

め
の
賜
與
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
み
る
と
、
賜
與
さ
れ
た

四
組
は
同
じ
構
造
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

①
在
宜
王
人
十
又
七
姓
…
…
宜
庶
人
六
百
又
□
（
十
）
六
夫

②
鄭
七
伯
…
…
…
…
…
…
…
盧
（
虜
）［
千
］
又
五
十
夫

③
邦
司
四
伯
…
…
…
…
…
…
人
鬲
（
隸
）
自
馭
至
于
庶
人
、
六
百
又
五
十
又

九
夫

④
夷
司
王
臣
十
又
三
伯
…
…
人
鬲
（
隸
）
千
又
五
十
夫

①
の
組
。「
在
宜
王
人
十
又
七
姓
」
は
、「
宜
庶
人
六
百
又
□
（
十
）
六
夫
」
を

隷
下
に
有
す
る
。「
在
宜
王
人
十
又
七
姓
」
に
よ
れ
ば
、
王
人
は
姓
を
有
し
て
い

る
の
で
、『
左
傳
』
定
公
四
年
に

故
周
公
相
王
室
以
尹
天
下
。
於
周
爲
睦
。
分
魯
公
以
大
路
大
旂
、
夏
后
之

璜
、
封
父
之
繁
弱
、
殷
民
六
族
、
條
・
徐
・
蕭
・
索
・
長
勺
・
尾
勺
。
使
帥

其
宗
、
輯
其
分
族
、
將
其 

類
醜
。
以
法
則
周
公
。

と
あ
る
殷
民
六
族
の
よ
う
に
宗
・
分
族
と
い
う
宗
組
織
を
有
し
て
い
た
は
ず
で
あ

る
。
そ
れ
に
隸
屬
し
て
い
る
「
宜
庶
人
六
百
又
□
（
十
）
六
夫
」
は
殷
民
六
族
に

隷
属
す
る
類
醜
に
相
當
す
る
隸
民
で
あ
り
、
姓
・
氏
を
持
た
ず
、
名
だ
け
で
呼
ば

れ
る
人
々
で
あ
っ
た
。「
在
宜
王
人
」
と
い
う
修
飾
語
に
よ
れ
ば
、
十
七
姓
は
王

の
臣
下
で
あ
る
が
、
出
仕
せ
ず
に
原
住
地
の
宜
に
居
住
し
て
い
る
。
こ
の
姓
・
氏

を
有
し
、
宗
組
織
を
有
し
、
原
邑
に
居
住
し
、
王
の
家
臣
に
な
っ
て
い
る
十
七
姓

は
、複
數
で
邑
を
支
配
し
て
い
る
の
で
、後
世
の
大
夫
の
よ
う
な
釆
主
で
は
な
い
。

そ
れ
よ
り
下
に
い
て
庶
人
よ
り
上
に
い
る
の
だ
か
ら
、
後
世
の
語
に
い
う
士
に
相

當
す
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
こ
の
階
層
を
「
士
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

②
の
組
。「
鄭
七
伯
」
は
「
盧
（
旅
）［
千
］
又
五
十
夫
」
を
引
き
連
れ
て
い
る
。

鄭
七
伯
は
複
數
で
あ
り
、
隸
民
を
從
え
て
い
て
、
①
の
十
七
姓
と
事
情
は
同
じ
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
鄭
七
伯
は
も
と
も
と
鄭
邑
に
居
住
し
て
い
た
士
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

③
の
組
。「
邦
司
四
伯
」
は
隸
民
「
人
鬲
（
隸
）
自
馭
至
于
庶
人
、
六
百
又

五
十
又
九
夫
」
を
引
き
連
れ
て
い
る
。
四
伯
は
「
伯
」
と
稱
し
て
い
る
の
で
、
②

の
鄭
七
伯
と
同
樣
に
士
で
あ
る
。
こ
の
四
伯
は
「
邦
司
」
と
冠
し
、
且
つ
後
文
に

「
亟
か
に

（
意
義
不
明
）
し
、
厥
の
土
自
り
遷
せ
」
と
あ
る
の
で
、
周
邦
内
の

邑
か
ら
隸
民
と
と
も
遷
移
さ
せ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

④
の
組
。「
夷
司
王
臣
十
又
三
伯
」
は
隸
下
に
「
人
鬲
（
隸
）
千
又
五
十
夫
」

を
有
し
て
い
る
。
こ
の
十
三
伯
も
士
と
考
え
ら
れ
る
。「
夷
司
」
と
冠
し
、
且
つ

後
文
に
「
亟
か
に

（
意
義
不
明
）
し
、
厥
の
土
自
り
遷
せ
」
と
あ
る
の
で
、
も

と
東
夷
も
し
く
は
南
淮
夷
に
屬
し
て
い
た
邑
か
ら
隸
民
と
と
も
遷
移
さ
せ
ら
れ
た



衆
人
新
解	

一
二

も
の
で
あ
ろ
う
。

①
に
見
え
る
の
が
も
と
も
と
の
宜
邑
の
構
成
員
全
員
な
の
で
、
同
じ
構
造
の
②

は
鄭
地
の
某
邑
の
構
成
員
全
員
、
③
は
周
邦
内
の
小
邑
の
構
成
員
全
員
、
④
は
東

夷
も
し
く
は
南
淮
夷
の
複
數
の
小
邑
の
構
成
員
全
員
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら

わ
か
る
の
は
、
一
般
に
殷
・
西
周
時
代
の
邑
人
は
、
宗
・
分
族
組
織
を
有
す
る
一

つ
或
い
は
複
數
の
士
と
そ
の
隸
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。97

・
98
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、『
左
傳
』
の
類
醜
は
金
文
で
は
「
盧
」「
人
鬲
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
盧
は
來
母
魚
韻
、
虜
も
來
母
魚
韻
で
同
音
通
假
す
る
。
虜
は

『
史
記
』
李
斯
列
傳
「
慈
母
有
敗
子
而
嚴
家
無
格
虜
者
、
何
也
」
の
司
馬
貞
索
隱

に
「
虜
、
奴
隸
也
」、『
毛
詩
』
大
雅
・
常
武
「
仍
執
醜
虜
」
の
鄭
玄
箋
に
「
醜
、

衆
也
」、『
左
傳
』
定
公
四
年
「
將
其
類
醜
」
の
杜
預
注
に
「
醜
、
衆
也
」、『
國
語
』

周
語
上
「
况
爾
小
醜
乎
」
の
韋
昭
注
に
「
醜
、
類
也
」
と
あ
る
。
虜
・
類
・
醜
は

同
じ
も
の
を
指
す
語
で
あ
ろ
う
。
②
に
い
う
虜
は
①
③
④
と
の
比
較
か
ら
考
え
る

と
、
司
馬
貞
の
い
う
よ
う
に
奴
隸
で
は
な
く
、
③
の
「
馭
自
り
庶
人
に
至
る
」
階

層
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
人
鬲
は
人
と
鬲
で
で
き
た
連
語
で
、
人
は
庶
人
、
鬲

は
庶
人
を
除
く
奴
隸
全
般
を
指
す（

（（
（

。
鬲
は
來
母
錫
韻
、
隸
は
來
母
質
韻
で
あ
り
、

雙
聲
近
韻
で
「
隸
」
と
通
假
す
る
。
人
鬲
（
隸
）
と
い
う
語
は
『
後
漢
書
』
周
嘉

列
傳
に
「
因
呵
賊
曰
、
卿
曹
皆
人
隸
也
。
爲
賊
既
逆
。
豈
有
還
害
其
君
者
邪
。
嘉

請
以
死
贖
君
命
」と
あ
り
、こ
の
場
合
人
を
罵
る
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、

元
代
ま
で
使
用
さ
れ
た
隸
民
を
指
す
語
で
あ
る
。

人
隸
中
の
庶
人
は
『
左
傳
』
襄
公
九
年
の

其
卿
讓
於
善
、
其
大
夫
不
失
守
、
其
士
競
於
敎
、
其
庶
人
力
於
農
穡
。
商
工

皁
隸
、
不
知
遷
業
。

に
よ
れ
ば
、
農
穡
を
す
る
農
民
で
あ
っ
た
。
庶
人
は
「
人
・
隸
」
中
の
人
で
あ
っ

て
鬲
（
隸
）
に
は
含
ま
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
卜
辭
で
農
耕
の
た
め
の
徭
役
に
徴

集
す
る
と
き
「
共
人
」
と
表
現
し
、「
共
鬲
」
と
表
現
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
明

ら
か
で
あ
る
。
鬲
（
隸
）
は
全
て
の
奴
隸
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
。

西
周
晩
期
の

99
師
糅
鮎
（
集
成
四
三
一
一
）
の
銘
文

隹（
唯
）王
元
年
正
月
、初
吉
丁
亥
、白（
伯
）龢
父
若
曰
、師
糅
、乃
且（
祖
）

考
又
（
有
）

（
勛
）
于
我
家
、
女
（
汝
）
有
隹
（
雖
）
小
子
、
令
（
命
）

女
（
汝
）
死
（
尸
）
我
家
、

欲
（
司
）
我
西
扁
（
偏
）・
東
扁
（
偏
）、
僕

馭
・
百
工
・
牧
・
臣
妾
、
東
（
董
）
畧
（
裁
）
内
外
…
…

に
「
僕
馭
・
百
工
・
牧
・
臣
妾
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、
奴
隸
中
に
僕
馭
・
百
工
・

牧
・
臣
妾
と
い
う
身
分
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
れ
は
職
掌
に
よ
る
名
稱
の

違
い
で
身
分
で
は
な
い
。
奴
隸
の
身
分
は
一
つ
し
か
な
い
。
職
掌
と
主
人
と
の
親

疎
で
區
別
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

百
工
は
監
督
指
導
す
る
有
司
（
戰
國
時
代
の
金
文
に
見
え
る
工
師
）
と
多
數
の

工
臣
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
有
司
を
呼
ぶ
場
合
も
百
工
、
工
臣
を
呼
ぶ
場
合
も

百
工
と
い
う
が
、
師
糅
鮎
の
「
僕
馭
・
百
工
・
牧
・
臣
妾
」
の
百
工
は
後
者
の

用
い
方
で
、
奴
隸
で
あ
る
工
臣
を
指
す
。「
僕
馭
・
百
工
・
牧
・
臣
妾
」
は
身
分

に
よ
る
序
列
で
は
な
く
、
職
掌
に
よ
っ
て
異
な
る
全
て
の
奴
隸
を
併
記
し
て
い
る

に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
98
の
「
人
鬲
（
隸
）
自
馭
至
于
庶
人
」
は
庶
人
お

よ
び
全
て
の
奴
隸
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
士
が
ど
こ
か
に
遷
移
す
る
場
合
に
は
自

己
の
族
人
お
よ
び
隸
民
で
あ
る
庶
人
お
よ
び
全
て
の
奴
隸
を
引
き
連
れ
て
遷
移
し
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た
の
で
あ
る
。

六
　
徴
用
先
と
身
分

殷
代
の
戰
爭
に
は
戎
車
（
戰
車
）
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
戰
車
に
は
車
上
兵
だ

け
で
な
く
徒
兵
が
附
い
て
い
た
。

100
　
禹
鼎
（
集
成
二
八
三
三
、二
八
三
四
）

禹
曰
、
不
（
丕
）
顯
姆
姆
皇
且
（
祖
）
穆
公
、
克
夾
豚
（
紹
）
先
王
奠
四

方
、
甥
（
肄
）
武
公
亦
弗
叚
望
（
忘
）
賸
（
朕
）
聖
且
（
祖
）
考
幽
大
弔
（
叔
）・

懿
弔
（
叔
）、
令
（
命
）
禹
完
（
肖
）
賸
（
朕
）
且
（
祖
）
考
、
政
于
井
（
刑
）
邦
、

甥
（
肄
）
禹
亦
弗
敢
憃
（
惷
）、
晃
（
愓
）
共
（
恭
）
賸
（
朕
）
辟
之
令
（
命
）、

烏
虖
哀
我
（
哉
）、
用
天
降
大
喪
于
下
或
（
國
）、
亦
隹
（
唯
）
噩
（
鄂
）
侯

頓
（
馭
）
方
率
南
淮
尸
（
夷
）・
東
尸
（
夷
）
廣
伐
南
或
（
國
）
東
或
（
國
）、

至
于
歴
内
、
王
廼
令
（
命
）
西
六
穎
（
師
）・
殷
八
穎
（
師
）
曰
、

（
撲
）

伐
噩（
鄂
）侯
頓（
馭
）方
、
勿
遺
壽
幼
、
甥
穎（
師
）彌
（

）
匌
匡（
恇
）、

弗
克
伐
噩
（
鄂
）、
甥
（
肄
）
武
公
廼
遣
禹
率
公
戎
車
百
乘
、
斯
（
厮
）
頓

（
馭
）
二
百
・
徒
千
、
曰
、
于

（
匡
？
）
朕
肅
慕
、
叀
（
惟
）
西
六
穎
（
師
）・

殷
八
穎
（
師
）
伐
噩
（
鄂
）
侯
頓
（
馭
）
方
、
勿
遺
壽
幼
、
雩
禹
護
（
以
）

武
公
徒
頓
（
馭
）
至
于
噩
（
鄂
）、
頗
（
敦
）
伐
噩
（
鄂
）、
休
隻
（
獲
）
氒

（
厥
）
君
頓
（
馭
）
方
、
甥
（
肄
）
禹
又
（
有
）
成
、
敢
對
揚
武
公
不
（
丕
）

顯
耿
光
、
用
乍
（
作
）
大
寶
鼎
、
禹
其
萬
年
、
子
子
孫
孫
永
寳
用

こ
の
100
に
よ
れ
ば
武
公
の
兵
力
は
「
戎
車
百
乘
、
厮
馭
二
百
、
徒
千
」
と
表
現
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
左
傳
』
な
ど
の
注
釋
に
よ
れ
ば
、
戰
車
は
車
左
（
車
長
）

が
一
人
、
馭
者
が
一
人
、
車
右
が
一
人
の
合
計
三
人
の
乘
員
と
車
徒
（
徒
兵
）
で

構
成
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。「
厮
馭
」
の
厮
は
厮
役
の
こ
と
で
、
令
鼎
（
集
成

二
八
〇
三
）
に
「
王
大
耤
（
藉
）
農
于
諆
田
、
餳
（
觴
）、
王
射
、
有
欲
（
司
）

眔
師
氏
・
小
子
稲
（
合
）
射
、
王
帰
自
諆
田
、
王
頓
（
馭
）、
溓
（
濂
）（
仲
）
僕
、

令
眔
奮
先
馬
走
」
と
あ
る
、
濂
仲
の
よ
う
な
車
上
で
馭
以
外
の
役
割
を
な
す
者
を

い
う
の
で
あ
ろ
う
。
三
人
乘
る
場
合
、
馭
が
中
央
に
、
厮
役
の
僕
は
右
に
乘
っ
た

で
あ
ろ
う
が
、100
に
は
車
長
で
あ
る
車
右
は
出
て
こ
な
い
。
恐
ら
く「
戎
車
百
乘
」

は
車
一
〇
〇
輛
と
正
式
の
乗
員
で
あ
る
車
左
一
〇
〇
人
の
兩
方
を
含
む
語
な
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
西
周
時
代
に
は
戰
車
一
乘
當
た
り
乘
員
が
三
人
、
車
徒
が

一
〇
人
と
い
う
構
成
を
し
て
い
た
。
殷
代
も
ほ
ぼ
變
わ
ら
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。殷

・
西
周
時
代
の
戰
車
の
乘
員
と
車
徒
が
ど
の
身
分
の
人
々
で
あ
っ
た
か
を
明

記
し
た
卜
辭
や
金
文
は
な
い
。
だ
が
推
測
は
可
能
で
あ
る
。

・
車
徒
鮎
（
集
成
三
一
二
六
）

車
徒

こ
れ
は
一
九
四
九
年
前
後
に
河
南
安
陽
の
郊
外
か
ら
出
土
し
た
殷
代
の
鮎
の
銘

文
だ
が
、「
車
徒
」
と
銘
し
て
あ
っ
て
、
車
徒
が
使
用
し
た
靑
銅
器
で
あ
る
。

・
徒
鼎
（
集
成
一
〇
六
二
）

徒
・
徒
方
鼎
（
集
成
一
〇
六
三
）

徒

こ
の
二
器
も
同
じ
く
殷
代
の
靑
銅
器
で
、
車
徒
が
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
今

の
と
こ
ろ
三
器
し
か
な
い
が
、
車
徒
が
靑
銅
禮
器
を
使
う
身
分
で
あ
っ
た
こ
と
を

證
明
し
て
い
る
。
庶
人
や
奴
隸
で
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
。
一
方
、
近
年
出
土
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し
た
史
密
鮎
に
は
車
徒
を
「
族
徒
」
と
表
現
し
て
い
る
。

101
　
史
密
鮎
（
新
收
六
三
六
）

隹
（
唯
）
十
又
二
月
、
王
令
（
命
）
師
俗
・
史
密
曰
、
東
征
、
櫁
南
尸
（
夷
）・

膚
（
莒
）・
虎
・
會
・
杞
尸
（
夷
）・
舟
尸
（
夷
）・
雚
（
觀
）
不
容
（
折
）、

廣
伐
東
或
（
國
）、
齊
穎
（
師
）・
族
土
（
徒
）・
述
（
遂
）
人
、
乃
執
啚
（
鄙
）

寬
亞
、
師
俗
蚫
（
率
）
齊
穎
（
師
）・
述
（
遂
）
人
、
左
、
周
伐
長
必
、
史
密
、

右
、
蚫
（
率
）
族
人
・
釐
（
萊
）
白
（
伯
）・
僰
（
棘
）・
眇
、
周
伐
長
必
、

隻
（
獲
）
百
人
、
對
揚
天
子
休
、
用
乍
（
作
）
朕
文
考
乙
白
（
伯
）
卯
鮎
、

子
子
孫
孫
、
其
永
寳
用

こ
の
族
徒
は
101
の
後
文
で
は
「
族
人
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。
庶
人
よ
り

身
分
が
上
で
、
族
組
織
を
持
っ
て
い
て
、
あ
る
程
度
大
人
數
が
動
員
で
き
る
も
の

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
士
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
。

98

の
大
盂
鼎
の
場
合
、
釆
主
盂
の
宗
族
は
一
つ
で
、
そ
れ
が
宗
氏
と
分
族
に

分
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
家
臣
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
士
は
一
七
の
宗
族
が
あ
り
、

そ
れ
も
宗
氏
と
分
族
に
分
か
れ
て
い
る
。
戰
車
の
乘
員
を
盂
の
宗
氏
と
分
族
の
長

が
勤
め
、
そ
の
車
徒
を
士
が
勤
め
れ
ば
、
一
〇
乘
、
一
〇
〇
人
の
戰
車
部
隊
を

作
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
武
王
が
牧
野
の
戰
い
の
と
き
に
率
い
た
戰
車
部
隊

三
〇
〇
乘
（『
尚
書
』
周
書
・
牧
誓
）
は
こ
の
よ
う
な
部
隊
を
寄
せ
集
め
た
も
の

で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

殷
代
の
戰
爭
は
戰
車
戰
が
中
心
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た

だ
ろ
う
。
殷
代
は
馬
車
が
普
及
し
始
め
た
時
期
で
、
か
な
り
の
規
模
の
戰
車
部
隊

が
あ
っ
た
こ
と
は
閒
違
い
な
い
。
し
か
し
歩
兵
も
主
要
戰
鬪
力
で
あ
り
、
戰
車
部

隊
と
歩
兵
部
隊
が
雙
輪
と
な
っ
て
戰
爭
を
し
て
い
た
と
思
う
。

先
に
三
千
人
、
五
千
人
の
兵
の
徴
集
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
が
、
こ

れ
が
も
し
車
徒
の
徴
集
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
禹
鼎
の
軍
制
を
當
て
嵌
め
れ
ば
、

三
百
乘
・
五
百
乘
の
徴
兵
を
頻
繁
に
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。36

の
場
合
は

一
千
三
百
乘
が
動
員
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
戰
國
時
代
の
超
大
國
で
あ
っ
た
秦
・

楚
・
齊
で
も
戰
車
は
千
乘
程
度
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
よ
り
も
遙
か
に
人
口
が
少
な

く
、
戰
車
も
普
及
し
始
め
た
ば
か
り
の
殷
代
に
一
千
三
百
乘
も
の
戰
車
部
隊
が

あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
牧
誓
の

王
曰
、
嗟
、
我
友
邦
冢
君
、
御
事
、
司
徒
司
馬
司
空
、
亞
旅
師
氏
、
千
夫

長
百
夫
長
及
庸
蜀
羌
髳
微
盧
彭
濮
人
、
稱
爾
戈
、
比
爾
干
、
立
爾
矛
、
予
其

誓
。

に
は
「
千
夫
長
百
夫
長
」
と
い
う
官
が
あ
り
、
孔
安
國
の
傳
に
「
師
帥
卒
、
帥

帥
」
と
云
う
よ
う
に
、
歩
卒
の
部
隊
を
率
い
る
長
に
百
夫
長
・
千
夫
長
と
い
う
官

が
あ
っ
た
こ
と
が
傳
え
ら
れ
て
い
る
。
周
初
の
軍
制
は
殷
の
軍
制
を
模
倣
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
殷
墟
卜
辭
の
三
千
人
、
五
千
人
と
い
う
千
人
單
位
の
兵

は
こ
の
よ
う
な
百
夫
長
・
千
夫
長
に
率
い
ら
れ
る
歩
卒
の
部
隊
と
見
な
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
殷
王
に
よ
る
歩
卒
部
隊
の
徴
集
は
、
戰
車
部
隊
の
徴
集
と
は
別
に
、
庶

人
に
對
し
て
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
101
に
「
遂
人
」
と
い
う
も
の
が
見
え
る
。

遂
人
は
『
周
禮
』
地
官
・
遂
人
に
「
凡
事
致
野
役
而
師
田
、
作
野
民
帥
而
至
」
と

あ
り
、
軍
旅
と
か
田
獵
の
と
き
に
遂
人
が
野
民
（
農
民
、
庶
人
）
の
長
と
な
り
、

そ
れ
を
率
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
101
の
「
遂
人
」
は
こ
の
遂
人
が
率
い
る
庶
人
の

部
隊
で
あ
る
。
101
は
西
周
中
期
の
金
文
な
の
で
、
殷
代
か
ら
あ
ま
り
遠
く
な
く
、

殷
代
の
庶
人
兵
役
の
慣
習
が
西
周
時
代
に
ま
で
殘
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
衆
・
衆
人
は
兵
役
と
徭
役
を
負
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五

擔
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
庶
人
、
百
工
、
士
と
そ
の
族
人
を
指
す
語
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
は
釆
主
に
與
え
ら
れ
る
以
前
の
一
般
的
邑
の
構

成
員
と
同
じ
な
の
で
、
衆
・
衆
人
は
土
着
の
邑
人
を
指
す
と
言
い
換
え
る
こ
と
が

で
き
る
。邑
が
釆
主
に
與
え
ら
れ
た
後
は
、釆
主
も
邑
人
の
一
員
と
な
る
の
だ
が
、

釆
主
は
衆
・
衆
人
と
は
呼
ば
れ
な
か
っ
た
と
思
う
。
後
文
の
102
の
衆
が
そ
の
例
で

あ
り
、
釆
主
の
匡
季
は
衆
に
は
入
っ
て
い
な
い
（
釆
主
は
複
数
の
邑
を
持
つ
場
合

が
あ
り
、
形
式
上
は
一
つ
の
邑
に
属
す
る
こ
と
な
く
、
複
数
の
邑
の
上
に
君
臨
し

て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
）。
百
工
は
か
な
り
問
題
の
あ
る
語
で
、
奴
隸
で
あ
る
工

臣
を
指
す
場
合
と
そ
れ
を
監
督
指
導
す
る
工
師
の
よ
う
な
有
司
を
指
す
場
合
と
が

あ
る
が
、
人
閒
扱
い
さ
れ
て
衆
・
衆
人
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
後
者
だ
け
だ
と
思

う
。
兵
役
は
士
に
も
庶
人
に
も
課
せ
ら
れ
、
前
者
は
戰
車
部
隊
の
兵
、
後
者
は
歩

兵
部
隊
の
兵
と
さ
れ
た
。
徭
役
の
う
ち
農
役
は
一
般
に
庶
人
に
課
さ
れ
た
。
工
役

は
庶
人
・
百
工
に
課
さ
れ
た
が
、
百
工
は
特
殊
な
組
織
な
の
で
、
工
師
が
奴
隸
で

あ
る
工
臣
を
率
い
て
徴
集
に
應
じ
た
と
思
わ
れ
る
。

七
　
西
周
金
文
の
衆

西
周
金
文
に
は
衆
字
の
用
例
は
五
例
し
か
見
つ
か
ら
な
い
。
う
ち
三
例
は
明
ら

か
に
「
衆
多
」
の
義
で
あ
る
。
殘
る
二
例
の
う
ち
、
四
例
目
に
當
た
る
102
劑
鼎
の

衆
は
本
稿
で
扱
っ
て
い
る
衆
・
衆
人
で
あ
る
。

102
　
劑
鼎
（
集
成
二
八
三
八
）

昔
饉
歳
、
匡
衆
厥
臣
廿
夫
、
寇
劑
禾
十
秭
、
護
（
以
）
匡
季
告
東
宮
、
東

宮
廼
曰
、
求
乃
人
、
乃
弗
得
、
女
（
汝
）
匡
罰
大
、
匡
廼
旺
（
稽
）
首
于

劑
、
用
五
田
、
用
衆
一
夫
、
曰
嗌
、
用
臣
曰
疐
曰
朏
曰
奠
、
曰
用
茲
四
夫
、

旺
（
稽
）
首
曰
、
余
無
卣
（
攸
）
具
寇
、
正
（
徴
）
□
不
衣
（
出
）、

（
鞭
）

余
。
劑
或
（
又
）
護
（
以
）
匡
季
告
東
宮
、
劑
曰
、
必
隹
（
唯
）
朕
〔
禾
是
〕

賞
（
償
）、
東
宮
廼
曰
、
賞
（
償
）
劑
禾
十
秭
、
遺
（
饋
）
十
秭
、
爲
廿
秭
、

〔
若
〕
來
歳
弗
賞
（
償
）、
則
附
卌
秭
。
廼
或
（
又
）
即
劑
用
二
、
又
臣
一
夫
、

凡
用
即
劑
田
七
田
、
人
五
夫
。
劑
覓
匡
卅
秭
。

從
來
、
こ
の
銘
文
に
お
い
て
衆
と
臣
の
身
柄
が
引
き
渡
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、

盜
ま
れ
た
禾
の
賠
償
で
あ
る
と
解
し
、
衆
は
臣
や
田
と
同
樣
に
物
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
る
の
で
、
奴
隸
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
隸
屬
民
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
果
た

し
て
そ
う
か
。

從
來
の
解
釋
で
は
裁
判
は
二
度
行
わ
れ
た
と
し
て
い
る
が
、
一
度
し
か
行
わ
れ

て
い
な
い
と
思
う
。
一
度
の
裁
判
が
刑
事
と
民
事
に
分
け
て
行
わ
れ
た
の
で
あ

る
。
裁
判
の
前
半
は
犯
人
の
引
き
渡
し
に
關
す
る
刑
事
事
案
で
、
こ
れ
に
對
し
て

は
、
犯
人
を
引
き
渡
せ
と
い
う
判
決
が
下
さ
れ
た
。
匡
季
は
と
り
あ
え
ず
犯
人
で

あ
る
衆
一
夫
・
臣
三
夫
を
引
き
渡
し
、
不
明
犯
人
引
き
渡
し
分
の
代
償
と
し
て
田

五
田
を
支
拂
っ
た
。
匡
季
は
犯
人
が
誰
々
で
幾
人
で
あ
る
の
か
が
明
瞭
で
な
い
と

い
う
理
由
で
犯
人
數
を
少
な
く
見
積
も
っ
て
引
き
渡
し
た
の
で
、
曶
の
主
張
す
る

犯
人
二
十
人
と
い
う
主
張
と
開
き
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
調
査
し
て
後
日
、
引
き
渡

す
か
代
償
を
拂
う
と
約
束
す
る
こ
と
で
、
刑
事
は
一
應
決
着
し
た
。
後
半
は
民
事

事
案
で
、
盜
ま
れ
た
分
の
十
秭
の
辨
濟
と
罰
金
分
十
秭
を
支
拂
え
、
來
年
支
拂
わ

な
か
っ
た
ら
倍
額
に
す
る
、
と
い
う
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
。
民
事
は
こ
れ
で
決

着
し
た
。
後
は
後
日
談
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、
匡
季
は
犯
人
と
し
て
臣
一
夫
を

引
き
渡
し
、
不
明
犯
人
分
と
し
て
田
二
田
を
支
拂
っ
た
。
匡
季
か
ら
引
き
渡
さ
れ

た
の
は
合
計
で
代
償
分
の
田
七
田
と
犯
人
の
身
柄
五
人
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
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れ
で
も
犯
人
二
十
人
を
主
張
す
る
曶
に
は
納
得
が
い
か
な
か
っ
た
の
で
、
さ
ら
に

禾
三
十
秭
の
支
拂
い
を
求
め
た
。
こ
の
後
の
こ
と
は
書
い
て
な
い
か
ら
、
こ
れ
で

最
終
決
着
が
つ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
が
そ
の
内
容
で
あ
る
。

こ
の
銘
文
か
ら
は
衆
が
奴
隸
で
あ
る
と
か
奴
隸
に
近
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
衆
は
確
か
に
身
柄
が
引
き
渡
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
犯
罪
者
と
し
て
身
柄

が
引
き
渡
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
賠
償
物
と
し
て
引
き
渡
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
。
犯
罪
者
は
奴
隸
に
落
と
さ
れ
る
と
い
う
古
代
の
法
習
慣
に
よ
れ
ば
、
衆

は
犯
人
と
認
定
さ
れ
た
時
點
で
身
分
は
奴
隸
に
等
し
く
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ

れ
を
引
き
渡
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
衆
の
身
分
は
奴
隸
で
あ
る
と
か
、
奴
隸
に
近

い
と
い
う
の
は
正
し
く
な
い
。

こ
の
銘
文
に
見
え
る
衆
は
①
奴
隸
で
あ
る
臣
と
行
動
を
と
も
に
し
て
い
る
、
②

飢
饉
に
な
っ
た
ら
食
え
な
い
境
遇
に
陷
っ
て
い
る
、
③
自
己
を
贖
罪
す
る
ほ
ど
の

財
力
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
讀
み
取
れ
る
。
こ
の
三
點
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、

こ
の
衆
は
士
で
は
な
く
、
庶
人
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

五
例
目
の
103
の
衆
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
衆
・
衆
人
の
用
例
に
含
め
る
人
と
含

め
な
い
人
が
い
る
。
本
稿
は
後
者
の
見
方
を
採
る
。

103
　
師
旂
鼎
（
集
成
二
八
〇
九
）

唯
三
月
丁
卯
、
師
旂
衆
僕
不
从
王
征
于
方
舮
（
雷
）、
事
（
使
）
氒
（
厥
）

友
引
護
（
以
）
告
于
白
（
伯
）
懋
父
、
才
（
在
）

、
白
（
伯
）
懋
父
乃

罰
得

（
茲
）
古
（
辜
）
三
百
寽
（
鋝
）、
今
弗
克
氒
（
厥
）
罰
、
懋
父
令
（
命
）

曰
、
義
（
宜
）
引
（
播
）、
圄
氒
（
厥
）
不
從
氒
（
厥
）
右
征
、
今
毋
引
（
播
）、

其
（
期
）
又
（
有
）
内
（
納
）
于
師
旂
、
引
護
（
以
）
告
中
史
書
、
旂
對
氒

（
厥
）
儻
（
劾
）
于
惇
彝

こ
の
銘
文
に
は
師
旂
が
率
い
る
戰
車
部
隊
の
兵
が
從
軍
を
拒
否
し
て
三
百
鋝
の

罰
金
を
科
せ
ら
れ
た
經
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
戰
車
兵
が
衆
僕
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
衆
と
僕
」
と
讀
む
と
前
者
の
立
場
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
近
出
し
た
104
の
よ
う
な
僕
の
用
例
を
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
生
じ
た
誤
り
で
あ
ろ
う
。

104
　
晉
侯
蘇
鐘
（
新
收
八
七
〇
―
八
八
五
）

隹
王
卅
又
三
年
、
王
寴
（
親
）
遹
省
東
或
（
國
）
南
或
（
國
）、
正
月
既

生
霸
戊
午
、
王
歩
自
宗
周
、
二
月
既
望
癸
卯
、
王
入
各
成
周
、
二
月
既
死
霸

壬
寅
、
王
沖
（
徴
）
往
東
、
三
月
方
死
霸
、
王
至
于

、
分
行
、
王
寴
（
親
）

令
晉
侯
、

（
率
）
乃
穎
（
師
）
左
洀

、
北
洀
□
、
伐

（
夙
）
尸
（
夷
）、

晉
侯
浩
（
蘇
）
折
首
百
又
廿
、
執

（
訊
）
廿
又
三
夫
、
王
至
于

（
城
）、

王
寴
（
親
）
遠
省
穎
（
師
）、
王
至
晉
侯
浩
（
蘇
）
穎
（
師
）、
王
降
自
車
、

立
南
鄕
、
寴
（
親
）
令
晉
侯
浩
（
蘇
）、
自
西
北
遇
頗
（
敦
）
伐

（
城
）、

晉
侯
蚫
（
率
）
氒
（
厥
）
亞
旅
・
小
子
・

人
、
先
綸
（
陷
）
入
、
折
首

百
執

（
訊
）
十
又
一
夫
、
王
至
、
淖
淖
列
列
、
尸
（
夷
）
出
奔
、
王
令

晉
侯
浩
（
蘇
）、
蚫
（
率
）
大
室
・
小
臣
、
車
僕
從
、
述
（
墜
）
逐
之
、〔
晉
〕

〔
侯
〕
折
〔
首
〕
百
又
〔
一
〕〔
十
〕、〔
執
〕

（
訊
）
廿
夫
、
大
室
・
小
臣
・

車
僕
、
折
首
百
又
五
十
、
執

（
訊
）
六
十
夫
、
王
隹
反
（
返
）、
歸
才
（
在
）

成
周
、
公
族
整
穎
（
師
）
宮
、
…
…

こ
れ
に
よ
る
と
戰
車
兵
は
乘
員
と
車
徒
が
一
括
し
て
「
車
僕
」
と
稱
さ
れ
て
い

る
。
僕
は
そ
の
よ
う
に
戰
車
兵
を
一
括
し
て
指
す
こ
と
が
で
き
る
語
で
も
あ
る
。

104
の
「
衆
僕
」
と
い
う
の
は
た
だ
の
衆
多
の
戰
車
兵
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
衆
・
衆
人
の
例
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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蛇
足
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
103
で
戰
車
兵
一
人
當
た
り
に
課
さ
れ
た
三
百
鋝

の
罰
金
に
つ
い
て
觸
れ
て
お
こ
う
。
三
百
鋝
と
い
う
罰
金
は
す
こ
ぶ
る
重
い
罰
金

で
あ
る
。
102
の
劑
鼎
に
は
銘
文
第
三
段
を
引
用
し
た
が
、
第
二
段
に
は
庶
人
五
夫

の
名
籍
と
地
租
徴
収
權
が
百
鋝
で
賣
買
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
こ
れ
に

よ
れ
ば
庶
人
十
五
人
分
の
名
籍
と
地
租
徴
収
權
に
相
當
す
る
額
で
あ
る
。
庶
人
が

拂
え
る
額
で
は
な
い
。

匜
（
集
成
一
〇
二
八
五
）
で
被
告
の
牧
が
鞭
打
ち
千

を
五
百
に
減
ら
し
て
も
ら
っ
た
際
の
減
刑
分
の
贖
罪
費
用
が
ち
ょ
う
ど
三
百
鋝
と

な
っ
て
い
る
。
鞭
打
ち
は
鞭
の
種
類
に
よ
っ
て
負
わ
せ
る
傷
害
は
異
な
る
が
、
大

抵
の
場
合
、
本
氣
で
五
百
回
も
鞭
で
打
た
れ
る
と
重
傷
と
な
る
か
、
瀕
死
の
狀
態

に
な
っ
て
し
ま
う
。
三
百
鋝
は
ほ
ぼ
一
人
の
貴
族
の
命
を
左
右
す
る
額
に
相
當
し

た
。104

で
は
王
の
遠
征
軍
へ
の
出
陣
を
拒
否
し
た
の
だ
か
ら
、
死
刑
で
も
お
か

し
く
な
い
。
だ
か
ら
死
を
免
れ
る
士
一
人
當
り
の
罰
金
と
し
て
は
妥
當
な
額
で

あ
っ
た
と
思
う
。
銘
文
に
よ
る
と
「
今
弗
克
厥
罰
（
罰
金
を
拂
う
こ
と
が
で
き
な

い
）」
と
い
う
状
態
に
陷
っ
た
ら
し
い
が
、
強
い
て
徴
集
を
命
じ
て
い
る
と
こ
ろ

を
み
る
と
、
乘
員
や
車
徒
の
士
に
は
無
理
を
す
れ
ば
拂
え
る
額
で
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
三
百
鋝
は
庶
人
が
拂
え
る
額
で
は
な
い
が
、
貴
族
の
末
端
に
い
る
士
な
ら

ば
無
理
し
た
ら
拂
え
る
額
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
も
戰
車
兵
が
士
で
構
成

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
證
し
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
も
う
一
度
ま
と
め
な
お
し
て
み
よ
う
。

衆
・
衆
人
は
邑
人
中
の
兵
役
・
徭
役
を
負
擔
す
る
公
人
階
層
（
士
、
庶
人
、
百

工
（
工
師
））
に
對
す
る
稱
謂
で
あ
っ
て
、臣
の
よ
う
な
奴
隸
層
は
含
ま
れ
な
い
。

公
人
で
は
な
い
奴
隷
の
僕
・
百
工
・
臣
妾
な
ど
は
兵
役
・
徭
役
を
負
擔
し
な
い
し

（
主
人
や
管
理
者
が
應
召
す
る
場
合
に
奴
隷
が
そ
れ
に
附
随
す
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
彼
ら
は
附
随
す
る
者
で
あ
っ
て
、
徴
集
の
正
式
な
對
象
者
で
は
な
か
っ
た
）、

物
と
し
て
賜
與
の
對
象
物
に
な
る
。
殷
・
西
周
時
代
に
は
衆
・
衆
人
だ
け
が
人
（
公

人
）
で
あ
り
、
人
と
し
て
の
義
務
（
兵
役
・
徭
役
）
を
果
た
す
が
故
に
人
と
呼
ば

れ
、
人
と
し
て
の
權
利
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。

八
　『
尚
書
』
盤
庚
篇
の
衆

『
尚
書
』
盤
庚
篇
の
衆
は
衆
・
衆
人
を
檢
討
す
る
場
合
、
重
要
な
史
料
と
さ
れ

て
き
た
。し
か
し
、こ
の
篇
は
水
害
に
よ
る
盤
庚
遷
都
と
い
う
事
實
を
知
る
以
外
、

身
分
制
な
ど
を
研
究
で
き
る
程
の
正
確
な
内
容
を
有
す
る
史
料
な
の
だ
ろ
う
か
。

と
も
あ
れ
、
全
十
二
用
例
を
見
て
み
よ
う
。

盤
庚
上

①
盤
庚
遷
于
殷
、
民
不
適
有
居
、
率
籲
衆
慼
出
矢
言
曰
、
我
王
來
、
旣
爰
宅

于
茲
、
重
我
民
無
盡
劉
、
不
能
胥
匡
以
生
、
卜
稽
曰
其
如
台
。

②
盤
庚
斅
于
民
由
乃
在
位
、
以
常
舊
服
正
法
度
、
曰
無
或
敢
伏
小
人
之
攸

箴
。
王
命
衆
悉
至
于
庭
。
王
若
曰
、
格
汝
衆
、
予
告
汝
訓
汝
、
猷
黜
乃

心
、
無
傲
從
康
。

③
汝
不
和
吉
言
于
百
姓
、
惟
汝
自
生
毒
、
乃
敗
禍
姦
宄
、
以
自
災
于
厥
身
、

乃
旣
先
惡
于
民
、
乃
奉
其
恫
、
汝
悔
身
何
及
。
相
時
憸
民
、
猶
胥
顧
于
箴

言
、
其
發
有
逸
口
、
矧
予
制
乃
短
長
之
命
。
汝
曷
弗
告
朕
而
胥
動
以
浮

言
、
恐
沈
于
衆
。
若
火
之
燎
于
原
、
不
可
嚮
邇
、
其
猶
可
撲
滅
。
則
惟
汝

衆
自
作
弗
靖
、
非
予
有
咎
。

④
無
有
遠
邇
、
用
罪
伐
厥
死
、
用
德
彰
厥
善
。
邦
之
臧
、
惟
汝
衆
、
邦
之
不

臧
、
惟
予
一
人
有
佚
罰
。
凡
爾
衆
、
其
惟
致
告
、
自
今
至
于
後
日
、
各
恭



衆
人
新
解	

一
八

爾
事
、
齊
乃
位
、
度
乃
口
。
罰
及
爾
身
、
弗
可
悔
。

盤
庚
中

⑤
盤
庚
作
、
惟
渉
河
以
民
遷
、
乃
話
民
之
弗
率
、
誕
告
用
亶
。
其
有
衆
咸

造
、
勿
莢
在
王
庭
。
盤
庚
乃
登
進
厥
民
、
…
…

⑥
今
予
命
汝
、
一
無
起
穢
以
自
臭
、
恐
人
倚
乃
身
、
迂
乃
心
。
予
迓
續
乃
命

于
天
。
予
豈
汝
威
、
用
奉
畜
汝
衆
。

盤
庚
下

⑦
盤
庚
旣
遷
、
奠
厥
攸
居
、
乃
正
厥
位
、
綏
爰
有
衆
、
曰
無
戲
怠
、
懋
建
大

命
、
今
予
其
敷
心
腹
腎
腸
、
歷
告
爾
百
姓
于
朕
志
、
罔
罪
爾
衆
、
爾
無
共

怒
、
恊
比
讒
言
予
一
人
。

⑧
嗚
呼
、
邦
伯
師
長
百
執
事
之
人
、
尚
皆
隱
哉
。
予
其
懋
簡
相
爾
、
念
敬
我

衆
。
朕
不
肩
好
貨
、
敢
恭
生
生
、
鞠
人
謀
人
之
保
居
敍
欽
。
今
我
旣
羞
告

爾
于
朕
志
、
…
…

顧
頡
剛
・
劉
起
紆
は
『
尚
書
校
釋
譯
論
』
の
討
論
の
部
分
で
、
こ
れ
ら
盤
庚
篇

の
衆
字
の
語
義
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

（（
（

。

看
來
這
一
篇
的
「
衆
」
字
、
是
指
有
資
格
被
國
王
召
到
王
庭
裏
訓
話
的
較

小
的
奴
隸
主
和
自
由
民
的
代
表
。
至
於
第
二
篇
（
原
下
篇
）、
是
對
百
官
講

話
、
其
中
有
兩
「
衆
」
字
就
是
指
百
官
、
只
有
「
念
敬
我
衆
」
的
「
衆
」
字

和
第
一
篇
（
木
村
注
：
中
篇
を
指
す
）
一
樣
的
指
民
衆
。
第
三
篇
（
原
上
篇
）

共
用
了
七
個
「
衆
」
字
、
都
是
用
於
指
貴
戚
和
在
位
官
員
。
那
麽
『
盤
庚
』

全
文
的
「
衆
」
字
、
不
可
能
是
指
奴
隸
、
它
只
能
是
在
「
衆
多
」
的
意
義
上

使
用
的
。

①
の
衆
慼
の
衆
は
確
か
に
顧
頡
剛
・
劉
起
紆
が
云
う
よ
う
に
衆
多
の
意
味
で
あ

る
。
②
④
⑥
⑦
⑧
の
爾
衆
・
汝
衆
は
衆
多
の
義
な
の
か
、
同
格
で
使
用
さ
れ
て
い

る
の
か
の
判
斷
が
難
し
い
。
ま
た
③
⑤
有
衆
・
衆
も
衆
多
の
義
の
民
衆
・
大
衆
で

あ
る
の
か
、
社
會
身
分
を
指
す
衆
・
衆
人
の
こ
と
な
の
か
の
判
斷
が
難
し
い
。
そ

れ
ら
が
具
體
的
に
は
民
・
百
官
・
貴
戚
・
在
位
官
員
な
ど
を
指
し
て
い
る
こ
と
は

顧
頡
剛
・
劉
起
紆
の
指
摘
通
り
で
あ
る
。

こ
の
篇
を
殷
代
・
西
周
時
代
研
究
の
史
料
と
し
て
卜
辭
・
金
文
と
同
列
に
扱
う

こ
と
自
體
に
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。
衆
・
衆
人
は
庶
人
・
百
工
・
士
な
ど
の
邑
人

を
意
味
す
る
語
で
あ
る
。
商
邑
は
殷
都
な
の
で
大
中
貴
族
や
王
子
や
王
の
親
戚
も

住
ん
で
い
る
。
衆
・
衆
人
は
一
般
的
邑
の
原
住
民
（
邑
人
）
を
指
す
語
で
あ
る
が
、

語
義
を
廣
義
に
適
用
す
る
と
、
商
邑
全
て
の
住
民
を
指
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

盤
庚
篇
で
は
そ
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
篇
は
殷
代
の
少
量
の
典
籍
を
傳

承
し
、
次
々
に
改
修
が
加
え
ら
れ
春
秋
時
代
に
成
書
と
な
っ
た
。
そ
の
過
程
で
修

飾
・
增
幅
さ
れ
て
貴
戚
や
大
官
も
衆
に
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
あ
ら
か
じ
め

盤
庚
篇
で
枠
組
み
を
定
め
、
そ
の
範
圍
内
で
衆
・
衆
人
と
は
何
か
を
求
め
る
こ
と

は
方
法
論
的
に
誤
っ
て
い
る
と
す
る
の
は
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
り
わ
け
こ
の
篇
を
も
っ
て
衆
・
衆
人
は
殷
王
と
血
縁
關
係
が
あ
る
な
ど
と
い
う

の
は
、
枠
組
み
を
あ
ら
か
じ
め
作
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
誤
解
で
あ
る
。

九
　
結
び

以
上
の
所
論
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
邑
の
全
住
人
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

　
士
─
─
─
─
─
庶
人
─
─
百
工
（
工
師
）
─
─
僕
・
馭
・
百
工
（
工
臣
）・
牧
・
臣
妾

└
─
宗
・
分
族
─
┘
└
─
─
─
─
─
─
─
─
類
醜
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘



立
命
�
白
川
靜
記
念
東
洋
�
字
�
�
�
究
紀
�
　
第
六
號	

一
九

└
王
人
（
王
臣
）
┘
└
─
─
─
人
─
─
─
┘
└
─
─
─
─
鬲
（
隸
）
─
─
─
┘

└
─
─
─
─
─
─
─

邑
人
─

─
─
─
─
─
─
┘

└
─
─
─
─
─
─
─

衆
人
─

─
─
─
─
─
─
┘

即
ち
人
鬲
（
人
隸
）
と
は
支
配
層
（
士
）
と
被
支
配
層
（
人
・
鬲
）
を
分
け
る

場
合
の
被
支
配
層
に
對
す
る
稱
謂
で
あ
り
、
衆
・
衆
人
は
公
的
に
人
と
し
て
扱
わ

れ
、
人
と
し
て
の
義
務
（
兵
役
・
徭
役
）
と
權
利
を
持
つ
階
層
の
人
々
に
對
す
る

稱
謂
で
、某
人
と
も
呼
ば
れ
る
邑
人
を
指
す
。
邑
人
は
王
人
・
王
臣
（
有
姓
偁
伯
、

の
ち
の
士
）、
庶
人
、
百
工
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
僕
馭
、
牧
、
臣
妾
な
ど
の
奴

隸
は
人
で
は
な
い
の
で
邑
人
に
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
邑
人
と
衆
の
字
形
と
の
關
わ
り
に
つ
い
て
觸
れ
て
お
こ

う
。
卜
辭
で
は
衆
は

、

、

な
ど
の
字
形
で
書
か
れ
る
が
、

（《
合
集
》

一
〇
）
の
よ
う
に
人
三
で
書
か
れ
る
の
が
そ
の
初
文
で
あ
る
。
次
い
で
次
の
よ
う

に
僞
變
し
て
い
っ
た
。

┬
─
─
─
─
─
─
→

（

）

	

─

　
└
→

─
→

─
→

（
衆
）

は
人
三
で
「
多
く
の
人
」
を
表
す
。

は
そ
れ
に
意
符
の

を
附
け
た
派
生

字
で
、

は
城
郭
で
あ
る
。
邑
（

）
字
が
城
郭
（

）
と
跪
人
形
（

）
で
人

が
住
む
邑
を
表
し
、
場
所
（

）
に
重
點
が
置
か
れ
た
文
字
で
あ
る
の
に
對
し
、

衆
（

）
は
城
郭
（

）
に
住
む
多
く
の
人
（

）
を
表
し
、
人
（

）
に
重
點

が
置
か
れ
た
文
字
で
あ
る
。
そ
の
後
、

の
意
符
の

に
飾
筆
が
加
わ
っ
て

と
な
り
、
日
字
が
よ
く
目
字
に
譌
變
す
る
よ
う
に
僞
變
し
て

と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
衆
は

が
原
初
形
で
、
當
初
か
ら
邑
人
を
指
す
語
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

略
稱

人
文
　�

貝
塚
茂
樹
『
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
藏
甲
骨
文
字
』 

京
都
大
學
人
文

科
學
研
究
所
、
一
九
五
九
―
一
九
六
八
年

合
集
　
郭
沫
若
等
『
甲
骨
文
合
集
』
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年 

類
纂
　
姚
孝
遂
主
編
『
殷
墟
甲
骨
刻
辭
類
纂
』
中
華
書
局
、
一
九
八
九
年 

校
釋
　�

曹
錦
炎
・
沈
建
華
編
著
『
甲
骨
文
校
釋
總
集
』
上
海
辭
書
出
版
社
、

二
〇
〇
六
年

集
成
　�

中
國
社
會
科
學
院
考
古
研
究
所
編
『
殷
周
金
文
集
成
（
修
訂
增
補
本
）』

中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年

新
收
　�

鍾
柏
生
・
陳
昭
容
・
黄
銘
崇
・
袁
國
華
編
『
新
收
殷
周
靑
銅
器
銘
文
曁
器

影
彙
編
』
芸
文
印
書
館
、
二
〇
〇
六
年

注（
1
）
郭
沫
若
『
十
批
判
書
』（『
郭
沫
若
全
集
』
歷
史
編
、
第
二
卷
、
人
民
出
版
社
、

一
九
八
二
年
、
所
收
）
十
八
頁
、
同
『
奴
隸
制
時
代
』（『
郭
沫
若
全
集
』
歷
史
編
、
第

三
卷
、
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
、
所
收
）
二
二
頁
。

（
2
）
董
作
賓
「
殷
虚
文
字
甲
編
自
序
」（『
中
國
考
古
報
告
集
之
二
、
小
屯
、
第
二
本
、

殷
虚
文
字
甲
編
』
商
務
印
書
館
、
一
九
四
八
年
）
一
一
―
一
二
頁
。

（
3
）
丁
山
『
甲
骨
文
所
見
氏
族
及
其
制
度
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
八
年
版
）
三
八
頁
。

（
4
）
楊
棫
「
論
殷
末
周
初
的
社
會
性
質
」（
歷
史
研
究
編
輯
部
『
中
國
古
代
分
期
問
題
討

論
集
』）。

（
5
）胡
厚
宣「
殷
代
非
奴
隸
社
會
論
」（『
甲
骨
學
商
史
論
叢
初
集
』齊
魯
大
學
國
學
研
究
所
、

一
九
四
四
年
）
第
四
葉
。

（
6
）
趙
錫
元
「
試
論
殷
代
的
主
要
生
産
者
『
衆
』
和
『
衆
人
』
的
社
會
身
分
」（『
東
北

人
民
大
學
人
文
科
學
學
報
』
一
九
五
六
年
、
第
四
期
）、
同
「
再
論
商
代
『
衆
人
』
的



衆
人
新
解	

二
〇

社
會
身
分
」（
吉
林
大
學
科
學
學
報
」
一
九
八
二
年
、
第
四
期
）
一
四
―
一
五
頁
。

（
7
）
束
世
澂
「
夏
代
和
商
代
的
奴
隸
制
」（『
歷
史
研
究
』
一
九
五
六
年
、
第
一
期
）。

（
8
）
張
永
山
「
論
商
代
的
『
衆
』
人
」（
胡
厚
宣
等
『
甲
骨
探
史
録
』
新
華
書
店
、

一
九
八
二
年
）
二
一
八
―
二
二
〇
頁
。

（
9
）
陳
福
林
「
試
論
殷
代
的
衆
、
衆
人
與
羌
的
社
會
地
位
」（『
社
會
科
學
戰
線
』

一
九
七
九
年
、
第
三
期
）
一
二
九
―
一
三
四
頁
。

（
10
）
裘
錫
圭
「
關
于
商
代
的
宗
族
組
織
與
貴
族
和
平
民
兩
個
階
級
的
研
究
」（『
文
史
』

第
一
九
輯
）
一
四
―
一
九
頁
。

（
11
）
天
野
元
之
助
「
中
國
に
お
け
る
原
始
國
家
の
形
成
（
二
）」（『
社
會
經
濟
史
學
』

一
九
・
一
）
三
六
―
三
七
頁
。

（
12
）
佐
藤
武
敏
「
殷
代
の
農
業
經
營
に
關
す
る
一
問
題
」（
三
上
次
男
、栗
原
朋
信
編
『
中

國
古
代
史
の
諸
問
題
』 

東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
五
四
年
）
一
七
頁
。

（
13
）
島
邦
男
『
殷
墟
卜
辭
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
五
八
年
）。

（
14
）白
川
靜「
中
國
古
代
の
共
同
體
」（『
白
川
靜
著
作
集
』四
、所
收
）三
五
三
―
三
五
四
頁
。

（
15
）
石
田
千
秋
「
衆
攷
」（『
甲
骨
學
』
第
一
〇
號
、
一
九
六
四
年
）
七
三
頁
。

（
16
）
堀
敏
一
『
中
國
古
代
の
身
分
制
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年
）
三
七
頁
。

（
17
）
顧
頡
剛
、
劉
起
紆
著
『
尚
書
校
釋
譯
論
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年
）
九
六
四
頁
。

（
18
）『
尚
書
校
釋
譯
論
』
に
も
云
う
よ
う
に
、
盤
庚
篇
は
周
書
中
の
ど
の
篇
よ
り
も
長
い
。

ま
た
殷
代
の
卜
辭
・
金
文
と
は
比
較
で
き
な
い
ほ
ど
長
い
。
西
周
金
文
に
比
べ
て
も
そ

う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
異
常
な
ま
で
の
長
文
を
書
く
習
慣
は
殷
代
に
は
存
在
し
な

か
っ
た
と
思
う
。
殷
代
に
原
型
が
あ
っ
た
と
し
て
も
せ
い
ぜ
い
二
、三
百
字
程
度
の
も

の
だ
ろ
う
。

（
19
）
林
澐
「
關
于
中
國
早
期
國
家
形
式
的
幾
個
問
題
」（『
林
澐
學
術
文
集
』
中
國
大
百

科
全
書
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）。

（
20
）
張
亞
初
「
古
文
字
分
類
考
釋
論
稿
」（『
古
文
字
研
究
』
第
十
七
輯
）
二
五
四
頁
。

（
21
）
于
省
吾
主
編
『
甲
骨
文
詁
林
』
中
華
書
局
、
一
九
九
六
年
、
一
七
二
六
頁
。

（
22
）
温
少
峰
・
袁
庭
棟
『
殷
墟
卜
辭
研
究
─
科
學
技
術
篇
─
』（
四
川
省
社
會
科
學
院
出

版
社
、
一
九
八
三
年
）
二
九
六
―
二
九
七
頁
。

（
23
）
于
省
吾
「
釋
雉
」（『
甲
骨
文
字
釋
林
』
中
華
書
局
、一
九
七
九
年
）
六
二
―
六
三
頁
。

同
樣
の
說
は
す
で
に
「
釋
雉
」（『
殷
栔
駢
枝
三
』
第
二
十
五
葉
）
に
見
え
る
が
、
修
正

整
理
さ
れ
た
『
甲
骨
文
字
釋
林
』
の
方
を
引
用
し
た
。

（
24
）
張
政
烺
「
卜
辭
裒
田
及
其
相
關
諸
問
題
」（『
考
古
學
報
』
一
九
七
三
年
、
第
一
期
）

一
一
〇
頁
。

（
25
）彭
邦
炯「
釋
卜
辭『
衆
人
拷
…
…
』及
相
關
問
題
」（『
殷
都
學
刊
』一
九
八
九
年
第
二
期
）

一
一
―
一
四
頁
。
于
省
吾
主
編
前
掲
『
甲
骨
文
詁
林
』
六
五
四
―
六
五
五
頁
。

（
26
）
郭
沫
若
『
殷
契
粹
編
』
考
釋
一
五
八
葉
。

（
27
）
鬲
は
作
册
夨
令
鮎
（
集
成
四
三
〇
〇
、四
三
〇
一
）
に
「
隹
（
唯
）
王
于
伐
楚
、
白

（
伯
）
才
（
在
）
炎
、
隹
（
唯
）
九
月
既
死
霸
丁
丑
、
乍
（
作
）
册
夨
令
惇
俎
于
王
姜
、

王
姜
商
（
賞
）
令
貝
十
朋
・
臣
十
家
・
鬲
百
人
、
公
尹
白
（
伯
）
丁
父
兄
（
貺
）
于
戍
、

…
…
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
臣
某
家
は
家
庭
を
持
つ
奴
隷
、
鬲
は
そ
の
他
の
独
身
の
奴

隷
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
臣
が
鬲
（
隷
）
に
属
さ
な
い
の
で
は
な
い
。
奴
隷

に
は
後
世
の
丹
書
の
よ
う
な
名
籍
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
鬲
が
丹
書
で
あ
っ
た
と
す
れ

ば
、
臣
の
そ
れ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
、
こ
の
よ
う
な
表
現
に
は
な
ら
な
い
。

（
28
）
曶
鼎
（
集
成
二
八
三
八
）

	

隹
（
唯
）
王
四
月
既
省
（
生
）
霸
、
辰
在
丁
酉
、
井
（
邢
）
叔
才
（
在
）
異
、
爲
□
□
。

事
（
使
）
厥
小
子

（
究
）
護
（
以
）
限
訟
于
井
（
邢
）
叔
、「
我
既
賣
（
贖
）
女
（
汝
）

五
〔
夫
。
效
〕
父
用
匹
馬
・
束
絲
」。
限
許
曰
、「

則
卑
（
俾
）
我
賞
（
償
）
馬
、效
〔
父
則
〕

卑
（
俾
）
復
厥
絲
束
」。

・
效
父
廼
許
。

曰
、「
于
王
參
門
、□
□
木
楞
、用

（
徴
）、

瓏
（
誕
）
賣
（
贖
）
茲
五
夫
、
用
百
寽
（
鋝
）。
非
出
五
夫
、
則
□
叡
。
廼
絛
有
叡
眔

覬
金
」。
井
（
邢
）
叔
曰
、「
才
（
在
）
王
人
廼
賣
（
贖
）、
用

（
徴
）、
不
逆
付
曶
、

毋
卑
（
俾
）
弐
于

」。
曶
則
詳
（
拜
）
旺
（
稽
）
首
、
受
茲
五
〔
夫
〕
曰

曰
恆
曰

劦
曰

曰
省
、事
（
使
）
寽
（
鋝
）。
護
（
以
）
告

、廼
卑
（
俾
）〔
鄕
（
饗
）〕。
護
（
貽
）

曶
酉
（
酒
）
痰
（
及
）
羊
。
絲
三
寽
（
鋝
）
用
侄
（
致
）
茲
人
。
曶
廼
毎
（
誨
）
于
絛

〔
曰
〕、「
女
（
汝
）
其
舍

矢
五
秉
」。
曰
、「
必
尚
（
當
）
卑
（
俾
）
處
厥
邑
、田
厥
田
」。

則
卑
（
俾
）
復
令
（
命
）
曰
「
若
」。

（
29
）
顧
・
劉
前
掲
『
尚
書
校
釋
譯
論
』、
九
六
二
頁
。

（
関
西
學
院
大
學
文
學
部
敎
授
）


